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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に薬剤（Ｍ）を収容可能な胴体部（２６）と、前記胴体部（２６）の先端部から先
端方向に突出し、先端に薬剤吐出口（１６ａ、１４４ａ、２０４ａ）を有するノズル部（
１７、１４４、２０４）とを備えたシリンジ本体（１４、１４０、２００）に着脱可能な
キャップ（１０Ａ～１０Ｋ）であって、
　キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０、３
７０）と、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）を覆う筒状のキャップカバー（４０、１０２、１５４、２０８、３３４、３７
２）と、を備え、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）は、
　前記薬剤吐出口（１６ａ、１４４ａ、２０４ａ）を液密に封止する封止部（４９、１０
５、１６４、２２０）が設けられ、前記ノズル部（１７、１４４、２０４）に装着可能な
装着部（４８、１０４、１６０、２１４、３７６）と、
　前記装着部（４８、１０４、１６０、２１４、３７６）よりも先端側に位置する視認部
（４４、１０６、１５６、２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）と、を有し、
　前記キャップカバー（４０、１０２、１５４、２０８、３３４、３７２）は、
　先端に開口部（７０ａ、１７０ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）を有する筒本体部
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（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）と、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）に係合することにより前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２
８２、３０２、３３２、３６０、３７０）の前記キャップカバー（４０、１０２、１５４
、２０８、３３４、３７２）に対する基端方向への離脱を防止する係合部（７８、１２６
、１７２、２４４、３５０、３９２、３９２ａ、３９２ｂ）と、を有し、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）は、前記視認部（４４、１０６、１５６、２１８、２８６、３０６、３４０、
３７８）が前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）内に位置する第１の
位置から、前記視認部（４４、１０６、１５６、２１８、２８６、３０６、３４０、３７
８）が前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）の前記開口部（７０ａ、
１７０ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）から先端方向に突出する第２の位置まで、前
記キャップカバー（４０、１０２、１５４、２０８、３３４、３７２）内を前記キャップ
カバー（４０、１０２、１５４、２０８、３３４、３７２）の軸方向に沿って変位可能で
あり、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）が前記第１の位置に位置する状態で、前記封止部（４９、１０５、１６４、２
２０）が前記ノズル部（１７、１４４、２０４）を液密に封止可能であり、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）が前記第１の位置に配置された状態で、前記シリンジ本体（１４、１４０、２
００）から取り外された前記キャップ（１０Ａ～１０Ｋ）の前記装着部（４８、１０４、
１６０、２１４、３７６）を前記シリンジ本体（１４、１４０、２００）のノズル部（１
７、１４４、２０４）に近づけた際に、前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０
６、２８２、３０２、３３２、３６０、３７０）を前記第１の位置から前記第２の位置ま
で変位させるように、前記装着部（４８、１０４、１６０、２１４、３７６）が前記シリ
ンジ本体（１４、１４０、２００）の前記ノズル部（１７、１４４、２０４）によって先
端方向へ押圧され、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、２８２、３０２、３３２、３６０
、３７０）の前記第１の位置から前記第２の位置への変位に伴う前記視認部（４４、１０
６、１５６、２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）の前記開口部（７０ａ、１７０
ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）からの突出により、前記視認部（４４、１０６、１
５６、２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）の少なくとも外周部の見え方が変化す
る、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｋ）。
【請求項２】
　請求項１記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記キャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）は、前記キャップカバー（４０、１
０２、１５４、２０８、３３４、３７２）の先端部に装着された先端カバー部材（４２、
２１０、３７４）を有し、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）は、
　前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）の前記開口部（７０ａ、１７
０ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）から先端方向に延びる環状周壁部（８４、２５０
、４１２）と、
　前記環状周壁部（８４、２５０、４１２）の先端に設けられた先端壁（８２、２４８、
４１０）と、を有し、
　前記環状周壁部（８４、２５０、４１２）と前記先端壁（８２、２４８、４１０）とは
、前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）の前記開口部（７０ａ、１７
０ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）から先端方向に突出した前記視認部（４４、１０
６、１５６、２１８、３４０、３７８）が受容される受容空間（９２、２５８、４２２）
を形成し、
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　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、３３２、３６０、３７０）が前記
第２の位置に位置し、且つ、前記装着部（４８、１０４、１６０、２１４、３７６）が前
記シリンジ本体（１４、１４０、２００）の前記ノズル部（１７、１４４、２０４）と当
接した当接状態で前記キャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）を操作するユーザが
前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、３３２、３６０、３７０）に触れる
ことができないように、前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）及び前
記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）が前記キャップ本体（３８、１００、１５２
、２０６、３３２、３６０、３７０）を覆っている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項３】
　請求項２記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記環状周壁部（８４、２５０、４１２）の先端は、前記先端壁（８２、２４８、４１
０）により閉塞されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）と前記筒本体部（７０、１７０、２３２
、３４６、３９０）とは、一方が透明であり、他方が実質的に不透明である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項５】
　請求項４記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）は透明であり、前記筒本体部（７０、１
７０、２３２、３４６、３９０）は実質的に不透明である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項６】
　請求項２～５のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）に
おいて、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）は、前記環状周壁部（８４、２５０、４
１２）の基端から前記開口部（７０ａ、１７０ａ、２３２ａ、３４６ａ、３９０ａ）を通
して前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）内へ延びる係合延出部（８
６、２５２、４１４）を有し、
　前記係合延出部（８６、２５２、４１４）が前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３
４６、３９０）の内周面と係合することにより、前記先端カバー部材（４２、２１０、３
７４）が前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）に装着されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項７】
　請求項６記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）は、前記環状周壁部（８４、２５０、４
１２）の基端部の外周面から突出する位置決め突起（９０、２５６、４２０、４２８）を
有し、
　前記位置決め突起（９０、２５６、４２０、４２８）が前記筒本体部（７０、１７０、
２３２、３４６、３９０）の先端面に当接することにより、前記先端カバー部材（４２、
２１０、３７４）の前記筒本体部（７０、１７０、２３２、３４６、３９０）に対する基
端方向への移動が防止される、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記先端カバー部材（４２、２１０、３７４）は、前記環状周壁部（８４、２５０、４
１２）と前記係合延出部（８６、２５２、４１４）とを有する環状部（８０、２４６、４
０８）を備え、
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　前記環状部（８０、２４６、４０８）の内径は、前記環状部（８０、２４６、４０８）
の先端から前記環状部（８０、２４６、４０８）の基端まで一定であり、且つ、前記視認
部（４４、１０６、１５６、２１８、３４０、３７８）の外径よりも大きく、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、２０６、３３２、３６０、３７０）が前記
第１の位置にあるときに、前記視認部（４４、１０６、１５６、２１８、３４０、３７８
）の少なくとも先端は、前記環状部（８０、２４６、４０８）内に位置している、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｆ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項９】
　請求項２～８のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ～１０Ｋ）に
おいて、
　前記視認部（４４、１０６、１５６、３４０、３７８）の外径は、前記ノズル部（１７
、１４４、２０４）のうち前記装着部（４８、１０４、１６０、２１４、３７６）が嵌合
する部位の外径よりも大きい、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項１０】
　請求項２～９のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）に
おいて、
　前記キャップ本体（３８、１００、１５２、３３２、３６０）には、径方向外方に突出
した大径部（４４、１０８、１５６、３４０）が設けられ、
　前記係合部（７８、１２６、１７２、３５０）は、前記大径部（４４、１０８、１５６
、３４０）よりも基端方向に位置して前記大径部（４４、１０８、１５６、３４０）のう
ち基端方向を向く係止面（５０、１２２、１６２、３４４）に対向しており、
　前記係合部（７８、１２６、１７２、３５０）が前記係止面（５０、１２２、１６２、
３４４）に係合することにより、前記キャップ本体（３８、１００、１５２、３３２、３
６０）の前記キャップカバー（４０、１０２、１５４、３３４）に対する基端方向への離
脱を防止する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１１】
　請求項１０記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ）において、
　前記キャップ（１０Ａ～１０Ｃ）は、前記キャップカバー（４０、１０２、１５４）を
前記シリンジ本体（１４、１４０）に対して先端方向に相対的に変位させることにより、
前記係止面（５０、１２２、１６２）が前記係合部（７８、１２６、１７２）によって先
端方向に押されて前記キャップ本体（３８、１００、１５２）がシリンジ本体（１４、１
４０）から取り外される、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ）。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記係合部（７８、１２６、１７２、３５０）は、前記筒本体部（７０、１７０、３４
６）の内周面から先端方向に向かって径方向内方に傾斜するように延びた係合爪部（７８
、１２６、１７２、３５０）であり、
　前記筒本体部（７０、１７０、３４６）のうち前記係合爪部（７８、１２６、１７２、
３５０）よりも基端側の内径は、前記大径部（４４、１０８、１５６、３４０）の外径よ
りも大きく、
　前記係合爪部（７８、１２６、１７２、３５０）は、前記筒本体部（７０、１７０、３
４６）の径方向外方に弾性変形可能に形成されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１３】
　請求項１２記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記係合爪部（７８、１２６、１７２、３５０）は、前記筒本体部（７０、１７０、３
４６）の周方向に沿って複数設けられ、
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　互いに隣接する前記係合爪部（７８、１２６、１７２、３５０）の間には、所定の隙間
が形成されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１４】
　請求項１３記載のキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　複数の前記係合爪部（７８、１２６、１７２、３５０）の内端によって形成される中央
孔（７９、１２７、１７３、３５３）の孔径は、前記大径部（４４、１０８、１５６、３
４０）の外径よりも小さい、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ～１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１５】
　請求項１０～１４のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ
）において、
　前記大径部（４４、１５６、３４０）は、前記キャップ本体（３８、１５２、３３２、
３６０）の先端部に設けられて前記視認部（４４、１５６、３４０）として機能する大径
先端部（４４、１５６、３４０）であり、
　前記キャップ本体（３８、１５２、３３２、３６０）は、前記大径先端部（４４、１５
６、３４０）の基端に設けられた小径中間部（４６、１５８、３３８）を有し、
　前記大径先端部（４４、１５６、３４０）と前記小径中間部（４６、１５８、３３８）
との境界には、前記係止面（５０、１６２、３４４）として機能する基端段差面（５０、
１６２、３４４）が設けられている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１６】
　請求項８記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記先端カバー部材（４２）は、前記環状周壁部（８４）と前記係合延出部（８６）と
を有する環状部（８０）を備え、
　前記キャップ本体（３８、１５２、３３２、３６０）は、前記キャップ本体（３８、１
５２、３３２、３６０）の先端部に設けられて前記視認部（４４、１５６、３４０）とし
て機能する大径先端部（４４、１５６、３４０）を有し、
　前記環状部（８０）の内径は、前記大径先端部（４４、１５６、３４０）の外径の１０
１％～１５０％の範囲に設定されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１７】
　請求項１５記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記小径中間部（４６、１５８、３３８）の軸方向長は、前記キャップ本体（３８、１
５２、３３２、３６０）が前記第１の位置にあるときの前記大径先端部（４４、１５６、
３４０）の前記基端段差面（５０、１６２、３４４）から前記筒本体部（７０、１７０、
３４６）の前記開口部（７０ａ、１７０ａ、３４６ａ）までの距離よりも長い、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｃ、１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項１８】
　請求項１０～１４のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｂ）において、
　前記大径部（１０８）は、前記キャップ本体（１００）の基端部に設けられた環状の大
径基端部（１０８）であり、
　前記大径基端部（１０８）の基端面が前記係止面（１２２）として機能する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｂ）。
【請求項１９】
　請求項２～１８のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）において、
　前記ノズル部（１７）は、
　先端に前記薬剤吐出口（１６ａ）が形成された中空状の針体（１６）と、
　前記針体（１６）の基端側が取り付けられた針ハブ（２８）と、を有し、
　前記装着部（４８、１０４）は、前記針体（１６）及び前記針ハブ（２８）を収容可能
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な装着筒部（４８、１０４）であって、
　前記封止部（４９、１０５）は、前記装着筒部（４８、１０４）の先端を閉塞し、
　前記キャップ本体（３８、１００）が前記第１の位置にあるときに、前記針体（１６）
の先端部が前記封止部（４９、１０５）に穿刺されて前記薬剤吐出口（１６ａ）が液密に
封止されるとともに前記針ハブ（２８）が前記装着筒部（４８、１０４）に嵌合している
、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）。
【請求項２０】
　請求項１９記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）において、
　前記装着筒部（４８、１０４）は、
　前記装着筒部（４８、１０４）の先端部に位置する第１穴部（５８、１１２）と、
　前記第１穴部（５８、１１２）の基端側に位置する第２穴部（６０、１１４）と、を有
し、
　前記キャップ本体（３８、１００）が前記第１の位置にあるときに、前記針体（１６）
が前記第１穴部（５８、１１２）に挿通した状態で前記針ハブ（２８）の先端部が前記第
２穴部（６０、１１４）に液密に嵌合する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）。
【請求項２１】
　請求項２０記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）において、
　前記針ハブ（２８）の先端側には、前記針ハブ（２８）の先端の外径よりも小さい外径
の縮径部（３２）が設けられ、
　前記キャップ本体（３８、１００）が前記第１の位置にあるときに、前記第２穴部（６
０、１１４）を構成する壁面が前記縮径部（３２）に当接する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）。
【請求項２２】
　請求項２１記載のキャップ（１０Ａ）において、
　前記装着筒部（４８）は、前記第２穴部（６０）よりも基端側に位置する第３穴部（６
２）を有し、
　前記キャップ本体（３８）が前記第１の位置にあるときに、前記針ハブ（２８）が前記
第２穴部（６０）及び前記第３穴部（６２）に嵌合し、
　前記キャップ本体（３８）が前記第２の位置にあるときに、前記針体（１６）の先端部
が前記封止部（４９）に穿刺されて前記薬剤吐出口（１６ａ）が液密に封止されるととも
に前記針ハブ（２８）の先端部が前記第２穴部（６０）に嵌合することなく前記第３穴部
（６２）に嵌合する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ）。
【請求項２３】
　請求項２２記載のキャップ（１０Ａ）において、
　前記キャップ本体（３８）が前記第２の位置にあるときに、前記キャップ本体（３８）
の先端が前記先端壁（８２）に当接する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ）。
【請求項２４】
　請求項２０記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）において、
　前記装着筒部（４８、１０４）は、前記第２穴部（６０、１１４）よりも基端側に位置
する第３穴部（６２、１１６）を有し、
　前記第３穴部（６２、１１６）の穴径は、前記針ハブ（２８）の先端部の外径よりも大
きく、
　前記キャップ本体（３８、１００）が前記第２の位置にあるときに、前記針体（１６）
の先端が前記第１穴部（５８、１１２）に位置するとともに前記針ハブ（２８）の先端部
が前記第３穴部（６２、１１６）に挿入される、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）。
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【請求項２５】
　請求項２～１８のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｃ）において、
　前記ノズル部（１４４）は、中空状に形成され、
　前記装着部（１６０）は、前記ノズル部（１４４）内に嵌入される、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｃ）。
【請求項２６】
　請求項２５記載のキャップ（１０Ｃ）において、
　前記ノズル部（１４４）の内周面には、第１係止部（１５０）が設けられ、
　前記装着部（１６０）の外周面には、前記キャップ本体（１５２）が前記第１の位置に
ある状態で前記第１係止部（１５０）に係止する第２係止部（１６６）が設けられている
、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｃ）。
【請求項２７】
　請求項２６記載のキャップ（１０Ｃ）において、
　前記第１係止部（１５０）及び前記第２係止部（１６６）のいずれか一方は、環状凸部
であり、
　前記第１係止部（１５０）及び前記第２係止部（１６６）のいずれか他方は、環状凹部
である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｃ）。
【請求項２８】
　請求項２７記載のキャップ（１０Ｃ）において、
　前記装着部（１６０）の外周面には、前記ノズル部（１４４）の内周面に液密に接触す
る環状のシール突起（１６４）が設けられている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｃ）。
【請求項２９】
　請求項２８記載のキャップ（１０Ｃ）において、
　前記装着部（１６０）には、前記キャップ本体（１５２）の先端面に開口する肉抜き部
（１６８）が形成されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｃ）。
【請求項３０】
　請求項２～１４、１８～２０、２４のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ａ、１０Ｂ
）において、
　前記装着部（４８、１０４）は、
　前記ノズル部（１７）と当接する当接部（６８、１２０）と、
　前記当接部（６８、１２０）よりも先端側に設けられ、前記ノズル部（１７）と嵌合可
能な嵌合部（６０、１１４）と、を有し、
　前記嵌合部（６０、１１４）の前記ノズル部（１７）への嵌合により、前記キャップ（
１０Ａ、１０Ｂ）は前記シリンジ本体（１４）に装着可能であり、
　前記キャップカバー（４０、１０２）の基端部が前記シリンジ本体（１４）の前記胴体
部（２６）の先端部と当接することにより、前記キャップカバー（４０、１０２）は、前
記シリンジ本体（１４）に対する基端方向への移動が規制され、
　前記キャップカバー（４０、１０２）の前記係合部（７８、１２６）を前記キャップ本
体（３８、１００）と係合させ、且つ、前記装着部（４８、１０４）の前記当接部（６８
、１２０）を前記ノズル部（１７）に当接させた状態で、前記キャップ本体（３８、１０
０）の先端から前記先端カバー部材（４２）の前記先端壁（８２）までの距離が、前記キ
ャップカバー（４０、１０２）の基端から前記シリンジ本体（１４）の胴体部（２６）の
先端までの距離よりも長くなる、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ａ、１０Ｂ）。
【請求項３１】
　請求項１～８のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
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　前記シリンジ本体（２００）は、内周面に雌ねじ部（２０７）を有し、前記ノズル部（
２０４）の外周部を覆う筒状のロックアダプタ（２０５）を備え、
　前記装着部（２１４、３７６）は、前記ノズル部（２０４）を収容可能な筒状の装着筒
部（２１４、３７６）であって、
　前記装着筒部（２１４、３７６）は、
　前記装着筒部（２１４、３７６）の先端部に位置する前記封止部（２２０）と、
　前記装着筒部（２１４、３７６）の基端部に位置し、前記ノズル部（２０４）の先端部
と当接可能な当接部（２２４）と、を有し、
　前記キャップカバー（２０８、３３４、３７２）は、前記キャップカバー（２０８、３
３４、３７２）の基端部に位置して螺合により前記ロックアダプタ（２０５）に着脱可能
な筒状接続部（２３０、３８８）を有し、
　前記筒状接続部（２３０、３８８）は、前記ロックアダプタ（２０５）と前記ノズル部
（２０４）との間に挿入可能な筒状であり、前記筒状接続部（２３０、３８８）の外周部
に前記ロックアダプタ（２０５）の前記雌ねじ部（２０７）と螺合可能な雄ねじ部（２４
０）を有し、
　前記筒状接続部（２３０、３８８）の前記雄ねじ部（２４０）と前記ロックアダプタ（
２０５）の前記雌ねじ部（２０７）との螺合により前記キャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）が前
記シリンジ本体（２００）に装着され、且つ、前記キャップ本体（２０６、２８２、３０
２、３３２、３６０、３７０）が前記第１の位置に位置する状態で、前記装着筒部（２１
４、３７６）は前記筒状接続部（２３０、３８８）と前記ノズル部（２０４）との間に挿
入され、前記封止部（２２０）は前記薬剤吐出口（２０４ａ）を液密に封止し、
　前記キャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）が前記シリンジ本体（２００）から外された状態で前
記筒状接続部（２３０、３８８）の前記雄ねじ部（２４０）が前記ロックアダプタ（２０
５）の前記雌ねじ部（２０７）に螺合する際に、前記キャップ本体（２０６、２８２、３
０２、３３２、３６０、３７０）の前記当接部（２２４）が前記ノズル部（２０４）の前
記先端部に押圧されることにより、前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２、３３２
、３６０、３７０）が前記第１の位置から前記第２の位置まで変位し、且つ前記視認部（
２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）の外周部の見え方が変化する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３２】
　請求項３１記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
　前記キャップカバー（２０８、３３４、３７２）は実質的に不透明であり、
　前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２、３３２、３６０、３７０）が前記第１の
位置にあるときは、前記視認部（２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）の外周部は
実質的に視認できず、前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２、３３２、３６０、３
７０）が前記第２の位置にあるときは、前記視認部（２１８、２８６、３０６、３４０、
３７８）の外周部が視認可能となる、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３３】
　請求項３１又は３２に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
　前記視認部（２１８、２８６、３０６、３４０、３７８）は、前記キャップ本体（２０
６、２８２、３０２、３３２、３６０、３７０）の先端に設けられている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３４】
　請求項３１～３３のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
　前記装着筒部（２１４、３７６）は、前記装着筒部（２１４、３７６）の前記基端部の
内周面に、内側に向かって突出し、前記当接部（２２４）として機能する当接凸部（２２
４）を有する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３５】
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　請求項３４記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
　前記当接凸部（２２４）は、前記装着筒部（２１４、３７６）の前記基端部の前記内周
面に環状に設けられている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３６】
　請求項３５記載のキャップ（１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記装着筒部（２１４、３７６）は、前記装着筒部（２１４、３７６）の軸方向に前記
当接凸部（２２４）を切り欠いた切欠き部（３４２）を有し、
　前記封止部（２２０）が前記薬剤吐出口（２０４ａ）を液密に封止した際に、前記装着
筒部（２１４）の前記内周面は、少なくとも前記当接凸部（２２４）の先端近傍において
、前記ノズル部（２０４）の外周面との間に一周連続した気密シールを形成可能であり、
　前記封止部（２２０）が前記薬剤吐出口（２０４ａ）から所定距離離間し、且つ、前記
当接凸部（２２４）が前記ノズル部（２０４）の外周面に当接した際に、前記気密シール
が解除されるとともに、前記切欠き部（３４２）を介して前記装着筒部（２１４、３７６
）の前記当接凸部（２２４）より先端側の内部が外部と連通する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項３７】
　請求項３４～３６のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）において、
　前記キャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）が前記シリンジ本体（２００）に装着され、且つ、前
記キャップ本体（２０６、２８２、３０２、３３２、３６０、３７０）が前記第１の位置
に位置する状態で、前記当接凸部（２２４）は、前記ノズル部（２０４）と前記筒状接続
部（２３０、３８８）とに挟まれて圧縮される、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）。
【請求項３８】
　請求項３１～３７のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記キャップ本体（３３２、３６０）の前記先端部は、前記視認部（３４０）として機
能する大径先端部（３４０）であり、
　前記キャップ本体（３３２、３６０）は、前記大径先端部（３４０）と前記装着筒部（
２１４）との間に前記大径先端部（３４０）及び前記装着筒部（２１４）より外径の小さ
な小径中間部（３３８）を有し、
　前記大径先端部（３４０）は、前記小径中間部（３３８）との境界に基端段差面（３４
４）を有し、
　前記筒本体部（３４６）は、前記筒本体部（３４６）の内周面から突出し、前記基端段
差面（３４４）と係合することで前記係合部（３５０）として機能する係合突起（３５０
）を有し、
　前記キャップカバー（３３４）は、前記キャップカバー（３３４）の基端から前記係合
突起（３５０）まで、前記大径先端部（３４０）の外径よりも大きい内径を有し、
　前記キャップ本体（３３２、３６０）が前記第１の位置に位置した状態で、前記大径先
端部（３４０）が前記係合突起（３５０）よりも先端方向に位置している、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項３９】
　請求項３８記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記係合突起（３５０）は、前記筒本体部（３４６）の前記内周面から先端方向へ傾斜
するように延び、弾性を有する係合爪部（３５０）である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項４０】
　請求項３９記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記係合爪部（３５０）は、前記筒本体部（３４６）の周方向に沿って間欠的に複数設
けられている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
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【請求項４１】
　請求項３８～４０のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記小径中間部（３３８）の外径は、前記係合突起（３５０）の内端部で形成される内
径よりも小さく、
　前記小径中間部（３３８）の軸方向長は、前記キャップ本体（３３２、３６０）が前記
第１の位置にあるときの前記大径先端部（３４０）の前記基端段差面（３４４）から前記
キャップカバー（３３４）の前記開口部（３４６ａ）までの距離よりも長い、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項４２】
　請求項３８～４１のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記キャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）の外径は、前記ロックアダプタ（２０５）の外径以下
であり、
　前記キャップ本体（３３２、３６０）の前記大径先端部（３４０）は、前記ノズル部（
２０４）の先端外径よりも大きい、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項４３】
　請求項３８又は３９に記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記キャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）は、前記キャップカバー（３３４）の先端部に取り付
けられ、前記キャップカバー（３３４）の前記開口部（３４６ａ）よりも先端側に、前記
大径先端部（３４０）を受け入れる受容空間（９２）を形成する先端カバー部材（４２）
を備え、
　前記キャップカバー（２０８、３３４、３７２）が実質的に不透明であり、前記先端カ
バー部材（４２）が透明であり、
　前記先端カバー部材（４２）の内径は、前記大径先端部（３４０）の外径よりも僅かに
大きい、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項４４】
　請求項３１又は３２に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｈ）において、
　前記筒状接続部（２３０）の内径は、前記筒本体部（３４６）の内径よりも小さく、
　前記筒本体部（３４６）は、前記筒状接続部（２３０）との境界に、前記係合部（３５
０）として機能する係合段差面（２４４）を有し、
　前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２）は、前記キャップカバー（２０８）内に
位置し、前記筒状接続部（２３０）の内径及び前記装着筒部（２１４）の外径よりも大き
い外径を有する大径部（２１２）を有し、
　前記大径部（２１２）は、前記装着筒部（２１４）との境界に基端段差面（２４２）を
有し、
　前記係合段差面（２４４）は、前記基端段差面（２４２）に係合することにより、前記
キャップ本体（２０６、２８２、３０２）の前記キャップカバー（２０８）に対する基端
方向への離脱を防止する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｈ）。
【請求項４５】
　請求項４４記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｈ）において、
　前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２）は、前記大径部（２１２）の先端から先
端方向へ延び、先端に向かって外径が小さくなるテーパ部（２１６）を有する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｄ～１０Ｈ）。
【請求項４６】
　請求項４４又は４５記載のキャップ（１０Ｅ、１０Ｆ）において、
　前記キャップ（１０Ｅ、１０Ｆ）は、前記係合段差面（２４４）が前記基端段差面（２
４２）に係合した際に前記キャップ本体（２０６）の軸線を前記ノズル部（２０４）の軸
線に対して傾斜させる傾斜促進部（２７０、２７２）を有する、
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　ことを特徴とするキャップ（１０Ｅ、１０Ｆ）。
【請求項４７】
　請求項４６記載のキャップ（１０Ｅ）において、
　前記傾斜促進部（２７０）は、前記大径部（２１２）の前記基端段差面（２４２）の一
部から基端方向へ突出した基端突起（２７０）である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｅ）。
【請求項４８】
　請求項４６記載のキャップ（１０Ｆ）において、
　前記傾斜促進部（２７２）は、前記筒状接続部（２３０）の前記係合段差面（２４４）
の一部から先端方向へ突出した先端突起（２７２）である、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｆ）。
【請求項４９】
　請求項３１又は３２記載のキャップ（１０Ｇ）において、
　前記キャップ本体（２８２）は、前記キャップ本体（２８２）の前記先端部に、変形容
易部（２８６）を有し、
　前記変形容易部（２８６）は、前記キャップ本体（２８２）の前記当接部（２２４）が
前記ノズル部（２０４）の前記先端部に押圧される力よりも弱い力で軸方向に押圧された
際に弾性変形するように構成されている、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｇ）。
【請求項５０】
　請求項３１～４９のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｈ）において、
　前記キャップ（１０Ｈ）は、前記第２の位置にある前記キャップ本体（３０２）の外周
面と係合して前記キャップ本体（３０２）の前記第２の位置から前記第１の位置への変位
を規制するとともに、前記キャップ本体（３０２）の前記当接部（２２４）が前記ノズル
部（２０４）の先端部に押圧される力により前記キャップ本体（３０２）が基端側から乗
り越えることが可能であるように構成された変位規制部（３１８）をさらに備えている
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｈ）。
【請求項５１】
　請求項３１～５０のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｊ）において、
　前記キャップ本体（３６０）は、
　前記装着筒部（２１４）を有する第１の部材（３６２）と、
　前記第１の部材（３６２）の先端部に装着され、前記視認部（３４０）を有する第２の
部材（３６４）と、を有し、
　前記第１の部材（３６２）は、実質的に着色剤を含まない材料からなり、
　前記第２の部材（３６４）は、着色剤を含む材料からなる、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｊ）。
【請求項５２】
　請求項３１～５１のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｉ～１０Ｋ）において、
　前記キャップカバー（３３４、３７２）は、前記筒本体部（３４６）の基端に、前記ロ
ックアダプタ（２０５）の先端に当接可能な挿入規制部（３４８、３９４）を有し、
　前記挿入規制部（３４８、３９４）は、前記ロックアダプタ（２０５）の先端に当接す
ることで、前記筒状接続部（２３０、３８８）の前記ロックアダプタ（２０５）と前記ノ
ズル部（２０４）との間への挿入長を規制する、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ～１０Ｋ）。
【請求項５３】
　請求項８を引用する請求項３１記載のキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）において、
　前記環状部（８０）の内径は、前記キャップ本体（３３２、３６０）の前記先端部の外
径よりも僅かに大きい、
　ことを特徴とするキャップ（１０Ｉ、１０Ｊ）。
【請求項５４】
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　請求項１～３０のいずれか１項に記載の前記キャップ（１０Ａ～１０Ｋ）と、
　前記シリンジ本体（１４、１４０、２００）を構成して薬剤（Ｍ）を収容可能なシリン
ジ外筒（１８、２０２）と、を備える、
　ことを特徴とするシリンジ組立体（２４Ａ～２４Ｋ）。
【請求項５５】
　請求項３１～５３のいずれか１項に記載のキャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）と、
　前記シリンジ本体（２００）を構成して薬剤（Ｍ）を収容可能なシリンジ外筒（２０２
）と、を備え、
　前記キャップ（１０Ｄ～１０Ｋ）は、前記筒状接続部（２３０、３８８）の前記雄ねじ
部（２４０）と前記ロックアダプタ（２０５）の前記雌ねじ部（２０７）との螺合により
、前記シリンジ外筒（２０２）に装着されており、
　前記筒状接続部（２３０、３８８）は、前記ロックアダプタ（２０５）と前記ノズル部
（２０４）との間に挿入されており、
　前記キャップ本体（２０６、２８２、３０２、３３２、３６０、３７０）は、前記第１
の位置に位置し、
　前記装着筒部（２１４、３７６）は、前記筒状接続部（２３０、３８８）と前記ノズル
部（２０４）との間に挿入されており、
　前記封止部（２２０）は、前記薬剤吐出口（２０４ａ）を液密に封止している、
　ことを特徴とするシリンジ組立体（２４Ｄ～２４Ｋ）。
【請求項５６】
　請求項５４又は５５に記載のシリンジ組立体（２４Ａ～２４Ｋ）と、
　前記シリンジ外筒（１８、２０２）内に充填された薬剤（Ｍ）と、
　前記シリンジ外筒（１８、２０２）内を液密に且つ軸方向に摺動可能なガスケット（２
０）と、を備える、
　ことを特徴とするプレフィルドシリンジ（１２Ａ～１２Ｋ）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内部に薬剤を収容可能な胴体部と、前記胴体部の先端部から先端方向に突出
し、先端に薬剤吐出口を有するノズル部とを備えたシリンジ本体に着脱可能なキャップ、
シリンジ組立体及びプレフィルドシリンジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特開２００２－３１５８２７号公報には、シリンジ本体のルアーロックアダプ
タの外面とキャップの外面とを熱収縮性樹脂フィルムで被覆し、熱収縮性樹脂フィルムに
設けられたミシン目を破ることによりキャップを開封する構成が開示されている。このよ
うなプレフィルドシリンジによれば、ミシン目を視認することにより、キャップの未開封
状態と、一度シリンジ本体から取り外されたキャップがシリンジ本体に再装着されたリキ
ャップ状態とを判別することができる。
【発明の概要】
【０００３】
　しかしながら、上述したような従来技術では、リキャップ状態で、熱収縮性樹脂フィル
ムの破断部同士が接触又は近接し、外見上、ミシン目が破られていないように見えること
がある。この場合、キャップの未開封状態とキャップが一度開封された開封済み状態とを
判別することは容易ではない。
【０００４】
　本発明は、このような課題を考慮してなされたものであり、キャップの未開封状態と開
封済み状態とを容易且つ確実に判別することができるキャップ、シリンジ組立体及びプレ
フィルドシリンジを提供することを目的とする。
【０００５】
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　上記目的を達成するために、本発明に係るキャップは、内部に薬剤を収容可能な胴体部
と、前記胴体部の先端部から先端方向に突出し、先端に薬剤吐出口を有するノズル部とを
備えたシリンジ本体に着脱可能なキャップであって、キャップ本体と、前記キャップ本体
を覆う筒状のキャップカバーと、を備え、前記キャップ本体は、前記薬剤吐出口を液密に
封止する封止部が設けられ、前記ノズル部に装着可能な装着部と、前記装着部よりも先端
側に位置する視認部と、を有し、前記キャップカバーは、先端に開口部を有する筒本体部
と、前記キャップ本体に係合することにより前記キャップ本体の前記キャップカバーに対
する基端方向への離脱を防止する係合部と、を有し、前記キャップ本体は、前記視認部が
前記筒本体部内に位置する第１の位置から、前記視認部が前記筒本体部の前記開口部から
先端方向に突出する第２の位置まで、前記キャップカバー内を前記キャップカバーの軸方
向に沿って変位可能であり、前記キャップ本体が前記第１の位置に位置する状態で、前記
封止部が前記ノズル部を液密に封止可能であり、前記キャップ本体が前記第１の位置に配
置された状態で、前記シリンジ本体から取り外された前記キャップの前記装着部を前記シ
リンジ本体のノズル部に近づけた際に、前記キャップ本体を前記第１の位置から前記第２
の位置まで変位させるように、前記装着部が前記シリンジ本体の前記ノズル部によって先
端方向へ押圧され、前記キャップ本体の前記第１の位置から前記第２の位置への変位に伴
う前記視認部の前記開口部からの突出により、前記視認部の少なくとも外周部の見え方が
変化することを特徴とする。
【０００６】
　このような構成によれば、シリンジ本体から取り外されたキャップの装着部をシリンジ
本体のノズル部に近づけた際に、キャップ本体を第１の位置から第２の位置まで変位させ
るように、装着部がシリンジ本体のノズル部によって先端方向へ押圧され、キャップ本体
の第１の位置から第２の位置への変位に伴う視認部の開口部からの突出により、視認部の
少なくとも外周部の見え方が変化する。これにより、たとえ一度シリンジ本体から取り外
されたキャップがシリンジ本体に再装着された場合でも、ユーザは、キャップの未開封状
態と、開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【０００７】
　上記のキャップにおいて、前記キャップは、前記キャップカバーの先端部に装着された
先端カバー部材を有し、前記先端カバー部材は、前記筒本体部の前記開口部から先端方向
に延びる環状周壁部と、前記環状周壁部の先端に設けられた先端壁と、を有し、前記環状
周壁部と前記先端壁とは、前記筒本体部の前記開口部から先端方向に突出した前記視認部
が受容される受容空間を形成し、前記キャップ本体が前記第２の位置に位置し、且つ、前
記装着部が前記シリンジ本体の前記ノズル部と当接した当接状態で前記キャップを操作す
るユーザが前記キャップ本体に触れることができないように、前記筒本体部及び前記先端
カバー部材が前記キャップ本体を覆っていてもよい。
【０００８】
　このような構成によれば、開封済み状態において、ユーザが第２の位置にあるキャップ
本体を誤って第１の位置に戻してしまうことを防止することができる。
【０００９】
　上記のキャップにおいて、前記環状周壁部の先端は、前記先端壁により閉塞されていて
もよい。
【００１０】
　このような構成によれば、開封済み状態において、ユーザが第２の位置にあるキャップ
本体を誤って第１の位置に戻してしまうことをより確実に防止することができる。
【００１１】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材と前記筒本体部とは、一方が透明であり
、他方が実質的に不透明であってもよい。
【００１２】
　このような構成によれば、キャップ本体が第１の位置から第２の位置まで変位した際に
おける視認部の外周部の見え方の変化が明確になる。
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【００１３】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材は透明であり、前記筒本体部は実質的に
不透明であってもよい。
【００１４】
　このような構成によれば、キャップ本体が第１の位置にあるときに視認部の外周部は筒
本体部に隠されて実質的に視認することができず、キャップ本体が第２の位置にあるとき
に視認部の外周部は先端カバー部材を通して視認可能となる。
【００１５】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材は、前記環状周壁部の基端から前記開口
部を通して前記筒本体部内へ延びる係合延出部を有し、前記係合延出部が前記筒本体部の
内周面と係合することにより、前記先端カバー部材が前記筒本体部に装着されていてもよ
い。
【００１６】
　このような構成によれば、先端カバー部材が筒本体部の内周面に係合する構造であるた
め、ユーザが誤って筒本体部から先端カバー部材を外してしまうことを防止することがで
きる。
【００１７】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材は、前記環状周壁部の基端部の外周面か
ら突出する位置決め突起を有し、前記位置決め突起が前記筒本体部の先端面に当接するこ
とにより、前記先端カバー部材の前記筒本体部に対する基端方向への移動が防止されても
よい。
【００１８】
　このような構成によれば、先端カバー部材がキャップカバーに対して基端方向へ移動せ
ず、筒本体部の開口部から突出する視認部を受容する受容空間を確実に形成することがで
きる。
【００１９】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材は、前記環状周壁部と前記係合延出部と
を有する環状部を備え、前記環状部の内径は、前記環状部の先端から前記環状部の基端ま
で一定であり、且つ、前記視認部の外径よりも大きく、前記キャップ本体が前記第１の位
置にあるときに、前記視認部の少なくとも先端は、前記環状部内に位置していてもよい。
【００２０】
　このような構成によれば、キャップ本体を第１の位置から第２の位置まで円滑に変位さ
せることができる。つまり、キャップ本体が第１の位置から第２の位置に変位する際に先
端カバー部材の内面に引っ掛かることを抑えることができる。
【００２１】
　上記のキャップにおいて、前記視認部の外径は、前記ノズル部のうち前記装着部が嵌合
する部位の外径よりも大きくてもよい。
【００２２】
　このような構成によれば、視認部の外周部を視認し易くすることができる。
【００２３】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体には、径方向外方に突出した大径部が設け
られ、前記係合部は、前記大径部よりも基端方向に位置して前記大径部のうち基端方向を
向く係止面に対向しており、前記係合部が前記係止面に係合することにより、前記キャッ
プ本体の前記キャップカバーに対する基端方向への離脱を防止してもよい。
【００２４】
　このような構成によれば、大径部の係止面に係合部を接触させることによりキャップ本
体のキャップカバーに対する基端方向への離脱を防止することができる。
【００２５】
　上記のキャップにおいて、前記キャップは、前記キャップカバーを前記シリンジ本体に
対して先端方向に相対的に変位させることにより、前記係止面が前記係合部によって先端
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方向に押されて前記キャップ本体がシリンジ本体から取り外されてもよい。
【００２６】
　このような構成によれば、キャップをシリンジ本体から容易に取り外すことができる。
【００２７】
　上記のキャップにおいて、前記係合部は、前記筒本体部の内周面から先端方向に向かっ
て径方向内方に傾斜するように延びた係合爪部であり、前記筒本体部のうち前記係合爪部
よりも基端側の内径は、前記大径部の外径よりも大きく、前記係合爪部は、前記筒本体部
の径方向外方に弾性変形可能に形成されていてもよい。
【００２８】
　このような構成によれば、キャップの製造時に、キャップ本体をシリンジ本体に取り付
けた後で、キャップカバーの基端方向からキャップ本体を挿入することにより、大径部が
係合爪部を径方向外方に弾性変形させながら乗り越えるため、キャップ本体に対するキャ
ップカバーの組付けを容易に行うことができる。
【００２９】
　上記のキャップにおいて、前記係合爪部は、前記筒本体部の周方向に沿って複数設けら
れ、互いに隣接する前記係合爪部の間には、所定の隙間が形成されていてもよい。
【００３０】
　このような構成によれば、複数の係合爪部によってキャップ本体のキャップカバーに対
する基端方向への離脱を効果的に防止することができる。また、互いに隣接する係合爪部
の間に所定の隙間が形成されているため、キャップの製造時に各係合爪部を確実に弾性変
形させることができる。
【００３１】
　上記のキャップにおいて、複数の前記係合爪部の内端によって形成される中央孔の孔径
は、前記大径部の外径よりも小さくてもよい。
【００３２】
　このような構成によれば、各係合爪部を大径部の係止面に確実に接触させることができ
る。
【００３３】
　上記のキャップにおいて、前記大径部は、前記キャップ本体の先端部に設けられて前記
視認部として機能する大径先端部であり、前記キャップ本体は、前記大径先端部の基端に
設けられた小径中間部を有し、前記大径先端部と前記小径中間部との境界には、前記係止
面として機能する基端段差面が設けられていてもよい。
【００３４】
　このような構成によれば、大径先端部（視認部）の外周部を視認し易くすることができ
るとともにキャップ本体の基端側の外径が大きくなることを抑えることができる。
【００３５】
　上記のキャップにおいて、前記先端カバー部材は、前記環状周壁部と前記係合延出部と
を有する環状部を備え、前記キャップ本体は、前記キャップ本体の先端部に設けられて前
記視認部として機能する大径先端部を有し、前記環状部の内径は、前記大径先端部の外径
の１０１％～１５０％の範囲に設定されていてもよい。
【００３６】
　このような構成によれば、大径先端部（視認部）の外径を比較的大きくしつつキャップ
本体を第１の位置から第２の位置までより円滑に変位させることができる。
【００３７】
　上記のキャップにおいて、前記小径中間部の軸方向長は、前記キャップ本体が前記第１
の位置にあるときの前記大径先端部の前記基端段差面から前記筒本体部の前記開口部まで
の距離よりも長くてもよい。
【００３８】
　このような構成によれば、キャップ本体が第１の位置から第２の位置に変位する際に、
小径中間部が係合爪部に引っ掛かって変位が妨げられることを防止することができる。
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【００３９】
　上記のキャップにおいて、前記大径部は、前記キャップ本体の基端部に設けられた環状
の大径基端部であり、前記大径基端部の基端面が前記係止面として機能してもよい。
【００４０】
　このような構成によれば、大径基端部の基端面に係合爪部を接触させることによりキャ
ップ本体のキャップカバーに対する基端方向への離脱を防止することができる。
【００４１】
　上記のキャップにおいて、前記ノズル部は、先端に前記薬剤吐出口が形成された中空状
の針体と、前記針体の基端側が取り付けられた針ハブと、を有し、前記装着部は、前記針
体及び前記針ハブを収容可能な装着筒部であって、前記封止部は、前記装着筒部の先端を
閉塞し、前記キャップ本体が前記第１の位置にあるときに、前記針体の先端部が前記封止
部に穿刺されて前記薬剤吐出口が液密に封止されるとともに前記針ハブが前記装着筒部に
嵌合していてもよい。
【００４２】
　このような構成によれば、針体を有するシリンジ本体に対するキャップの未開封状態と
開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【００４３】
　上記のキャップにおいて、前記装着筒部は、前記装着筒部の先端部に位置する第１穴部
と、前記第１穴部の基端側に位置する第２穴部と、を有し、前記キャップ本体が前記第１
の位置にあるときに、前記針体が前記第１穴部に挿通した状態で前記針ハブの先端部が前
記第２穴部に液密に嵌合してもよい。
【００４４】
　このような構成によれば、キャップの未開封状態で、薬剤をシリンジ本体内に確実に封
止することができる。
【００４５】
　上記のキャップにおいて、前記針ハブの先端側には、前記針ハブの先端の外径よりも小
さい外径の縮径部が設けられ、前記キャップ本体が前記第１の位置にあるときに、前記第
２穴部を構成する壁面が前記縮径部に当接してもよい。
【００４６】
　このような構成によれば、キャップの未開封状態で装着筒部が針ハブから意図せずに抜
け出ることを防止することができる。
【００４７】
　上記のキャップにおいて、前記装着筒部は、前記第２穴部よりも基端側に位置する第３
穴部を有し、前記キャップ本体が前記第１の位置にあるときに、前記針ハブが前記第２穴
部及び前記第３穴部に嵌合し、前記キャップ本体が前記第２の位置にあるときに、前記針
体の先端部が前記封止部に穿刺されて前記薬剤吐出口が液密に封止されるとともに前記針
ハブの先端部が前記第２穴部に嵌合することなく前記第３穴部に嵌合してもよい。
【００４８】
　このような構成によれば、キャップの未開封状態で、薬剤をシリンジ本体内により確実
に封止することができる。また、開封済み状態で、キャップがシリンジ本体から意図せず
に外れて針先が露出することを防止することができる。
【００４９】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体が前記第２の位置にあるときに、前記キャ
ップ本体の先端が前記先端壁に当接してもよい。
【００５０】
　このような構成によれば、キャップ本体の先端を先端壁に当接させた状態でキャップ本
体の第３穴部に針ハブの先端部を押し込むことができる。
【００５１】
　上記のキャップにおいて、前記装着筒部は、前記第２穴部よりも基端側に位置する第３
穴部を有し、前記第３穴部の穴径は、前記針ハブの先端部の外径よりも大きく、前記キャ
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ップ本体が前記第２の位置にあるときに、前記針体の先端が前記第１穴部に位置するとと
もに前記針ハブの先端部が前記第３穴部に挿入されてもよい。
【００５２】
　このような構成によれば、開封済み状態のキャップをシリンジ本体から取り外す際に必
要な力を比較的小さくすることができる。これにより、キャップをシリンジ本体から取り
外す際に当該キャップが開封済み状態であったことを再確認することができる。
【００５３】
　上記のキャップにおいて、前記ノズル部は、中空状に形成され、前記装着部は、前記ノ
ズル部内に嵌入されてもよい。
【００５４】
　このような構成によれば、中空状のノズル部を有するシリンジ本体に対するキャップの
未開封状態と開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【００５５】
　上記のキャップにおいて、前記ノズル部の内周面には、第１係止部が設けられ、前記装
着部の外周面には、前記キャップ本体が前記第１の位置にある状態で前記第１係止部に係
止する第２係止部が設けられていてもよい。
【００５６】
　このような構成によれば、キャップ本体を筒部に対して確実に係止することができる。
【００５７】
　上記のキャップにおいて、前記第１係止部及び前記第２係止部のいずれか一方は、環状
凸部であり、前記第１係止部及び前記第２係止部のいずれか他方は、環状凹部であっても
よい。
【００５８】
　このような構成によれば、環状凸部と環状凹部との嵌合力によりキャップ本体を筒部に
係止することができる。
【００５９】
　上記のキャップにおいて、前記装着部の外周面には、前記ノズル部の内周面に液密に接
触する環状のシール突起が設けられていてもよい。
【００６０】
　このような構成によれば、シール突起によって、筒部と装着部との間を効果的に液密に
封止することができる。
【００６１】
　上記のキャップにおいて、前記装着部には、前記キャップ本体の先端面に開口する肉抜
き部が形成されていてもよい。
【００６２】
　このような構成によれば、キャップの製造時に装着部を筒部内に容易に嵌入させること
ができる。
【００６３】
　上記のキャップにおいて、前記装着部は、前記ノズル部と当接する当接部と、前記当接
部よりも先端側に設けられ、前記ノズル部と嵌合可能な嵌合部と、を有し、前記嵌合部の
前記ノズル部への嵌合により、前記キャップは前記シリンジ本体に装着可能であり、前記
キャップカバーの基端部が前記シリンジ本体の前記胴体部の先端部と当接することにより
、前記キャップカバーは、前記シリンジ本体に対する基端方向への移動が規制され、前記
キャップカバーの前記係合部を前記キャップ本体と係合させ、且つ、前記装着部の前記当
接部を前記ノズル部に当接させた状態で、前記キャップ本体の先端から前記先端カバー部
材の前記先端壁までの距離が、前記キャップカバーの基端から前記シリンジ本体の胴体部
の先端までの距離よりも長くなってもよい。
【００６４】
　このような構成によれば、キャップ本体の装着筒部をシリンジ本体のノズル部によって
先端方向へ押圧して、キャップ本体を第１の位置から第２の位置まで変位させた際に、キ
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ャップカバーの基端部がシリンジ本体の胴体部の先端部と当接することにより、キャップ
本体の先端と先端壁との間に、所定の隙間が形成される。これにより、シリンジ本体から
取り外されたキャップをシリンジ本体に再装着しようとする際に、キャップ本体の装着筒
部のノズル部への嵌合が防止されるため、キャップのシリンジ本体への再装着を防止する
ことができる。
【００６５】
　上記のキャップにおいて、前記シリンジ本体は、内周面に雌ねじ部を有し、前記ノズル
部の外周部を覆う筒状のロックアダプタを備え、前記装着部は、前記ノズル部を収容可能
な筒状の装着筒部であって、前記装着筒部は、前記装着筒部の先端部に位置する前記封止
部と、前記装着筒部の基端部に位置し、前記ノズル部の先端部と当接可能な当接部と、を
有し、前記キャップカバーは、前記キャップカバーの基端部に位置して螺合により前記ロ
ックアダプタに着脱可能な筒状接続部を有し、前記筒状接続部は、前記ロックアダプタと
前記ノズル部との間に挿入可能な筒状であり、前記筒状接続部の外周部に前記ロックアダ
プタの前記雌ねじ部と螺合可能な雄ねじ部を有し、前記筒状接続部の前記雄ねじ部と前記
ロックアダプタの前記雌ねじ部との螺合により前記キャップが前記シリンジ本体に装着さ
れ、且つ、前記キャップ本体が前記第１の位置に位置する状態で、前記装着筒部は前記筒
状接続部と前記ノズル部との間に挿入され、前記封止部は前記薬剤吐出口を液密に封止し
、前記キャップが前記シリンジ本体から外された状態で前記筒状接続部の前記雄ねじ部が
前記ロックアダプタの前記雌ねじ部に螺合する際に、前記キャップ本体の前記当接部が前
記ノズル部の前記先端部に押圧されることにより、前記キャップ本体が前記第１の位置か
ら前記第２の位置まで変位し、且つ前記視認部の外周部の見え方が変化してもよい。
【００６６】
　このような構成によれば、シリンジ本体から取り外されたキャップの雄ねじ部をロック
アダプタの雌ねじ部に螺合する際に、キャップ本体が第１の位置から第２の位置まで変位
し、キャップ本体の視認部の外周部の見え方が変化するため、ユーザは、キャップの未開
封状態と、一度シリンジ本体から取り外されたキャップがキャップカバーの雄ねじ部とロ
ックアダプタの雌ねじ部との螺合によりシリンジ本体に再装着されたリキャップ状態とを
容易且つ確実に判別することができる。
【００６７】
　上記のキャップにおいて、前記キャップカバーは実質的に不透明であり、前記キャップ
本体が前記第１の位置にあるときは、前記視認部の外周部は実質的に視認できず、前記キ
ャップ本体が前記第２の位置にあるときは、前記視認部の外周部が視認可能となってもよ
い。
【００６８】
　このような構成によれば、視認部の見え方の変化が明確になり、キャップの未開封状態
とリキャップ状態とを一層容易に判別することができる。
【００６９】
　上記のキャップにおいて、前記視認部は、前記キャップ本体の先端に設けられていても
よい。
【００７０】
　このような構成によれば、キャップ本体がキャップカバーの開口部から突出しているか
否かで、ユーザは、キャップの未開封状態とリキャップ状態とを判別することができる。
【００７１】
　上記のキャップにおいて、前記装着筒部は、前記装着筒部の前記基端部の内周面に、内
側に向かって突出し、前記当接部として機能する当接凸部を有していてもよい。
【００７２】
　このような構成によれば、当接部が確実にノズル部の先端部に当接するため、キャップ
本体を第１の位置から第２の位置まで確実に変位させることができる。
【００７３】
　上記のキャップにおいて、前記当接凸部は、前記装着筒部の前記基端部の前記内周面に
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環状に設けられていてもよい。
【００７４】
　このような構成によれば、当接凸部をより確実にノズル部の先端部に当接させることが
できる。
【００７５】
　上記のキャップにおいて、前記装着筒部は、前記装着筒部の軸方向に前記当接凸部を切
り欠いた切欠き部を有し、前記封止部が前記薬剤吐出口を液密に封止した際に、前記装着
筒部の前記内周面は、少なくとも前記当接凸部の先端近傍において、前記ノズル部の外周
面との間に一周連続した気密シールを形成可能であり、前記封止部が前記薬剤吐出口から
離間し、且つ、前記当接凸部が前記ノズル部の外周面に当接した際に、前記気密シールが
解除されるとともに、前記切欠き部を介して前記装着筒部の前記当接凸部より先端側の内
部が外部と連通してもよい。
【００７６】
　このような構成によれば、キャップの開封途中で、キャップ本体（装着筒部）内の陰圧
が解除されるため、キャップがシリンジ外筒から外れる際に、ノズル部内の薬剤がキャッ
プ内の陰圧で引っ張られて飛散することを防止することができる。
【００７７】
　上記のキャップにおいて、前記キャップが前記シリンジ本体に装着され、且つ、前記キ
ャップ本体が前記第１の位置に位置する状態で、前記当接凸部は、前記ノズル部と前記筒
状接続部とに挟まれて圧縮されてもよい。
【００７８】
　このような構成によれば、キャップ本体がノズル部から外れ難くなるため、封止部によ
る薬剤吐出口の封止状態を確実に維持することができる。
【００７９】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体の前記先端部は、前記視認部として機能す
る大径先端部であり、前記キャップ本体は、前記大径先端部と前記装着筒部との間に前記
大径先端部及び前記装着筒部より外径の小さな小径中間部を有し、前記大径先端部は、前
記小径中間部との境界に基端段差面を有し、前記筒本体部は、前記筒本体部の内周面から
突出し、前記基端段差面と係合することで前記係合部として機能する係合突起を有し、前
記キャップカバーは、前記キャップカバーの基端から前記係合突起まで、前記大径先端部
の外径よりも大きい内径を有し、前記キャップ本体が前記第１の位置に位置した状態で、
前記大径先端部が前記係合突起よりも先端方向に位置していてもよい。
【００８０】
　このような構成によれば、キャップ本体をノズル部に嵌めてから大径先端部をキャップ
カバーの基端から挿入して係合突起を乗り越えさせることにより、キャップ本体が第１の
位置に配置されるとともに、キャップ本体のキャップカバーに対する基端方向への離脱が
防止されるため、キャップを容易に組み立てることができる。
【００８１】
　上記のキャップにおいて、前記係合突起は、前記筒本体部の前記内周面から先端方向へ
傾斜するように延び、弾性を有する係合爪部であってもよい。
【００８２】
　このような構成によれば、キャップの組立時に、大径先端部が係合爪部（係合突起）を
乗り越える際に、係合爪部が大径先端部により外側に弾性変形するため、大径先端部が係
合爪部を乗り越え易くなる。
【００８３】
　上記のキャップにおいて、前記係合爪部は、前記筒本体部の周方向に沿って間欠的に複
数設けられていてもよい。
【００８４】
　このような構成によれば、係合爪部が弾性変形し易くなるため、大径先端部が係合爪部
をより乗り越え易くなる。
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【００８５】
　上記のキャップにおいて、前記小径中間部の外径は、前記係合突起の内端部で形成され
る内径よりも小さく、前記小径中間部の軸方向長は、前記キャップ本体が前記第１の位置
にあるときの前記大径先端部の前記基端段差面から前記キャップカバーの前記開口部まで
の距離よりも長くてもよい。
【００８６】
　このような構成によれば、キャップ本体が第１の位置から第２の位置まで変位する際に
、小径中間部が係合突起に引っ掛かって変位が妨げられることを防止することができる。
【００８７】
　上記のキャップにおいて、前記キャップの外径は、前記ロックアダプタの外径以下であ
り、前記キャップ本体の前記大径先端部は、前記ノズル部の先端外径よりも大きくてもよ
い。
【００８８】
　このような構成によれば、キャップの外周部がロックアダプタの外周部より外側に突出
しないため、キャップを装着したシリンジ外筒の搬送時に、キャップがフィーダー等に引
っ掛かり難くすることができる。また、視認部となる大径先端部がノズル部の先端外径よ
りも大きいため、大径先端部の見え方の変化を分かり易くすることができる。
【００８９】
　上記のキャップにおいて、前記キャップは、前記キャップカバーの先端部に取り付けら
れ、前記キャップカバーの前記開口部よりも先端側に、前記大径先端部を受け入れる受容
空間を形成する先端カバー部材を備え、前記キャップカバーが実質的に不透明であり、前
記先端カバー部材が透明であり、前記先端カバー部材の内径は、前記大径先端部の外径よ
りも僅かに大きくてもよい。
【００９０】
　このような構成によれば、先端カバー部材がキャップ本体の第１の位置から第２の位置
への移動を妨げず、且つ、先端カバー部材を介した状態でも開口部から突出した大径先端
部（視認部）が見え易くなる。
【００９１】
　上記のキャップにおいて、前記筒状接続部の内径は、前記筒本体部の内径よりも小さく
、前記筒本体部は、前記筒状接続部との境界に、前記係合部として機能する係合段差面を
有し、前記キャップ本体は、前記キャップカバー内に位置し、前記筒状接続部の内径及び
前記装着筒部の外径よりも大きい外径を有する大径部を有し、前記大径部は、前記装着筒
部との境界に基端段差面を有し、前記係合段差面は、前記基端段差面に係合することによ
り、前記キャップ本体の前記キャップカバーに対する基端方向への離脱を防止してもよい
。
【００９２】
　このような構成によれば、キャップ本体のキャップカバーに対する基端方向への離脱を
確実に防止することができる。
【００９３】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体は、前記大径部の先端から先端方向へ延び
、先端に向かって外径が小さくなるテーパ部を有していてもよい。
【００９４】
　このような構成によれば、キャップの組立時に、キャップ本体をキャップカバーの基端
方向から挿入し易くなる。
【００９５】
　上記のキャップにおいて、前記キャップは、前記係合段差面が前記基端段差面に係合し
た際に前記キャップ本体の軸線を前記ノズル部の軸線に対して傾斜させる傾斜促進部を有
していてもよい。
【００９６】
　このような構成によれば、シリンジ外筒から取り外されたキャップの雄ねじ部をロック
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アダプタの雌ねじ部に螺合する際に、キャップ本体の当接部をより確実にノズル部の先端
部に当接させることができ、リキャップ状態でキャップ本体がノズル部に対して嵌合する
ことを効果的に抑えることができる。
【００９７】
　上記のキャップにおいて、前記傾斜促進部は、前記大径部の前記基端段差面の一部から
基端方向へ突出した基端突起であってもよい。
【００９８】
　このような構成によれば、傾斜促進部の構成を簡素化することができる。
【００９９】
　上記のキャップにおいて、前記傾斜促進部は、前記筒状接続部の前記係合段差面の一部
から先端方向へ突出した先端突起であってもよい。
【０１００】
　このような構成によれば、傾斜促進部の構成を簡素化することができる。
【０１０１】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体は、前記キャップ本体の前記先端部に、変
形容易部を有し、前記変形容易部は、前記キャップ本体の前記当接部が前記ノズル部の前
記先端部に押圧される力よりも弱い力で軸方向に押圧された際に弾性変形するように構成
されていてもよい。
【０１０２】
　このような構成によれば、ユーザがリキャップ状態でキャップ本体の先端部をシリンジ
外筒側に押圧した場合であっても、キャップ本体の先端部（変形容易部）が弾性変形する
ため、キャップ本体が第２の位置から第１の位置に戻ることを抑えることができる。
【０１０３】
　上記のキャップにおいて、前記キャップは、前記第２の位置にある前記キャップ本体の
外周面と係合して前記キャップ本体の前記第２の位置から前記第１の位置への変位を規制
するとともに、前記キャップ本体の前記当接部が前記ノズル部の先端部に押圧される力に
より前記キャップ本体が基端側から乗り越えることが可能であるように構成された変位規
制部をさらに備えていてもよい。
【０１０４】
　このような構成によれば、キャップ本体の当接部がノズル部の先端部に押圧されること
によりキャップ本体を第１の位置から第２の位置に確実に変位させつつ、キャップ本体が
第２の位置から第１の位置に戻ることを変位規制部によって確実に抑えることができる。
【０１０５】
　上記のキャップにおいて、前記キャップ本体は、前記装着筒部を有する第１の部材と、
前記第１の部材の先端部に装着され、前記視認部を有する第２の部材と、を有し、前記第
１の部材は、実質的に着色剤を含まない材料からなり、前記第２の部材は、着色剤を含む
材料からなっていてもよい。
【０１０６】
　このような構成によれば、薬剤が充填されたシリンジ外筒にキャップが装着された際に
、薬剤と接触する装着筒部には着色剤が含まれていないため、薬剤への悪影響がなく、且
つ、視認部は着色されているため、キャップの未開封状態とリキャップ状態とを容易に判
別することができる。
【０１０７】
　上記のキャップにおいて、前記キャップカバーは、前記筒本体部の基端に、前記ロック
アダプタの先端に当接可能な挿入規制部を有し、前記挿入規制部は、前記ロックアダプタ
の先端に当接することで、前記筒状接続部の前記ロックアダプタと前記ノズル部との間へ
の挿入長を規制してもよい。
【０１０８】
　このような構成によれば、筒状接続部が過剰に挿入されることが防止されて、その結果
、ノズル部を封止した状態のキャップ本体が、キャップカバーに対して相対的に変位して
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、先端部（視認部）が開口部から突出することを防止することができる。
【０１０９】
　上記のキャップにおいて、前記環状部の内径は、前記キャップ本体の前記先端部の外径
よりも僅かに大きくてもよい。
【０１１０】
　このような構成によれば、キャップ本体を第１の位置から第２の位置までより円滑に変
位させることができる。
【０１１１】
　本発明に係るシリンジ組立体は、上述したキャップと、前記シリンジ本体を構成して薬
剤を収容可能なシリンジ外筒と、を備えることを特徴とする。
【０１１２】
　また、本発明に係るシリンジ組立体は、上述したキャップと、前記シリンジ本体を構成
して薬剤を収容可能なシリンジ外筒と、を備え、前記キャップは、前記筒状接続部の前記
雄ねじ部と前記ロックアダプタの前記雌ねじ部との螺合により、前記シリンジ外筒に装着
されており、前記筒状接続部は、前記ロックアダプタと前記ノズル部との間に挿入されて
おり、前記キャップ本体は、前記第１の位置に位置し、前記装着筒部は、前記筒状接続部
と前記ノズル部との間に挿入されており、前記封止部は、前記薬剤吐出口を液密に封止し
ていることを特徴とする。
【０１１３】
　このような構成によれば、上述したキャップと同様の作用効果を奏するシリンジ組立体
を得ることができる。
【０１１４】
　本発明に係るプレフィルドシリンジは、上述したシリンジ組立体と、前記シリンジ外筒
内に充填された薬剤と、前記シリンジ外筒内を液密に且つ軸方向に摺動可能なガスケット
と、を備えることを特徴とする。
【０１１５】
　このような構成によれば、上述したシリンジ組立体（キャップ）と同様の作用効果を奏
するプレフィルドシリンジを得ることができる。
【０１１６】
　本発明によれば、シリンジ本体から取り外されたキャップの装着部をシリンジ本体のノ
ズル部に近づけた際に、キャップ本体が第１の位置から第２の位置まで変位し、キャップ
本体の視認部の少なくとも外周部の見え方が変化するため、ユーザは、キャップの未開封
状態と開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】本発明の第１実施形態に係るプレフィルドシリンジの縦断面図である。
【図２】図１のプレフィルドシリンジの先端側の一部省略拡大縦断面図である。
【図３】図２の分解斜視図である。
【図４】図２のキャップ本体の拡大縦断面図である。
【図５】図５Ａは前記キャップの製造手順の第１説明図であり、図５Ｂは前記キャップの
製造手順の第２説明図である。
【図６】第１実施形態に係るシリンジ組立体の縦断面図である。
【図７】図７Ａは前記キャップの開封操作の第１説明図であり、図７Ｂは前記キャップの
開封操作の第２説明図である。
【図８】図８Ａは前記キャップのリキャップ操作の第１説明図であり、図８Ｂは前記キャ
ップのリキャップ操作の第２説明図である。
【図９】本発明の第２実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部の一部省略拡大縦断
面図である。
【図１０】図９の分解斜視図である。
【図１１】図９のキャップ本体の拡大断面図である。
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【図１２】図１２Ａは図９に示すキャップの開封操作の第１説明図であり、図１２Ｂは当
該キャップの開封操作の第２説明図である。
【図１３】図１３Ａは図９に示すキャップ本体が第１の位置に配置された状態の第１説明
図であり、図１３Ｂは当該キャップ本体が第２の位置に配置された状態の第２説明図であ
る。
【図１４】本発明の第３実施形態に係るプレフィルドシリンジの縦断面図である。
【図１５】図１４のプレフィルドシリンジの先端側の一部省略拡大縦断面図である。
【図１６】図１５の分解斜視図である。
【図１７】図１７Ａは図１５に示すキャップの開封操作の第１説明図であり、図１７Ｂは
当該キャップの開封操作の第２説明図である。
【図１８】図１８Ａは図１５に示すキャップのリキャップ操作の第１説明図であり、図１
８Ｂは当該キャップのリキャップ操作の第２説明図である。
【図１９】本発明の第４実施形態に係るプレフィルドシリンジの縦断面図である。
【図２０】図１９のプレフィルドシリンジの先端部分の拡大縦断面図である。
【図２１】図２０の分解斜視図である。
【図２２】図２２Ａは図２０のキャップの組立方法の第１の説明断面図であり、図２２Ｂ
は当該キャップの組立方法の第２の説明断面図である。
【図２３】図２０のキャップの開封操作の説明断面図である。
【図２４】図２４Ａは図２０のキャップのリキャップ操作をしている状態を示す縦断面図
であり、図２４Ｂは当該リキャップ操作が完了したリキャップ状態を示す縦断面図である
。
【図２５】第４実施形態に係るシリンジ組立体の縦断面図である。
【図２６】本発明の第５実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の拡大縦断面図
である。
【図２７】図２７Ａは図２６のキャップのリキャップ操作をしている状態を示す縦断面図
であり、図２７Ｂは当該リキャップ操作が完了したリキャップ状態を示す縦断面図である
。
【図２８】本発明の第６実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の拡大縦断面図
である。
【図２９】図２９Ａは図２８のキャップのリキャップ操作をしている状態を示す縦断面図
であり、図２９Ｂは当該リキャップ操作が完了したリキャップ状態を示す縦断面図である
。
【図３０】本発明の第７実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の分解斜視図で
ある。
【図３１】図３１Ａは図３０のキャップの未開封状態を示す縦断面図であり、図３１Ｂは
当該キャップのリキャップ状態を示す縦断面図である。
【図３２】本発明の第８実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の分解斜視図で
ある。
【図３３】図３３Ａは図３２のキャップの未開封状態を示す縦断面図であり、図３３Ｂは
当該キャップのリキャップ状態を示す縦断面図である。
【図３４】本発明の第９実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の分解斜視図で
ある。
【図３５】図３５Ａは図３４のキャップの未開封状態を示す縦断面図であり、図３５Ｂは
当該キャップのリキャップ状態を示す縦断面図である。
【図３６】図３６Ａは図３４のキャップの組立方法の第１の説明断面図であり、図３６Ｂ
は当該キャップの組立方法の第２の説明断面図である。
【図３７】図３７Ａは本発明の第１０実施形態に係るプレフィルドシリンジのキャップの
未開封状態を示す縦断面図であり、図３７Ｂは当該キャップのリキャップ状態を示す縦断
面図である。
【図３８】本発明の第１１実施形態に係るプレフィルドシリンジの先端部分の拡大縦断面
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図である。
【図３９】図３８のプレフィルドシリンジの先端部分の分解斜視図である。
【図４０】図４０Ａは図３９のキャップの開封状態を示す縦断面図であり、図４０Ｂは当
該キャップのリキャップ状態を示す縦断面図である。
【図４１】図４１Ａは図３８の第１変形例に係る係合爪部を示す断面図であり、図４１Ｂ
は図３８の第２変形例に係る係合爪部を示す断面図であり、図４１Ｃは図３８の第１変形
例に係る先端カバー部材を示す断面図であり、図４１Ｄは図３８の第２変形例に係る先端
カバー部材を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０１１８】
　以下、本発明に係るキャップ、シリンジ組立体及びプレフィルドシリンジについて好適
な実施形態を挙げ、添付の図面を参照しながら説明する。プレフィルドシリンジ及びその
構成要素に関する以下の説明では、図１の左側を「先端」、右側を「基端」という。
【０１１９】
（第１実施形態）
　図１に示すように、プレフィルドシリンジ１２Ａは、シリンジ本体１４と、シリンジ本
体１４に着脱可能なキャップ１０Ａとを備える。シリンジ本体１４は、生体の皮膚に穿刺
可能な針体１６と、針体１６の基端側に設けられたシリンジ外筒１８と、シリンジ外筒１
８内に摺動可能に挿入されたガスケット２０と、ガスケット２０に接続された押子２２と
を備える。本実施形態では、シリンジ外筒１８、針体１６及びキャップ１０Ａによりシリ
ンジ組立体２４Ａが構成され（図６参照）、そのシリンジ組立体２４Ａのシリンジ外筒１
８内に薬剤Ｍを充填した状態で押子２２が接続されたガスケット２０を挿入することによ
ってプレフィルドシリンジ１２Ａが組み立てられる。
【０１２０】
　図２において、針体１６は、先端に鋭利な針先を有する中空状の管状部材である。針体
１６の先端には、シリンジ外筒１８内の薬剤Ｍを吐出するための薬剤吐出口１６ａが形成
されている。針体１６は、例えば、ステンレス鋼、アルミニウム或いはアルミニウム合金
、チタン或いはチタン合金のような金属材料又はポリフェニレンサルファイド等の硬質樹
脂材料等によって構成される。針体１６は、キャップ１０Ａによって保護される。
【０１２１】
　図１に示すように、シリンジ外筒１８は、軸方向に延在する円筒状の胴体部２６と、胴
体部２６の先端部から先端方向に突出する針ハブ２８と、胴体部２６の基端部に設けられ
たフランジ部３０とを有する。胴体部２６の先端部は、針ハブ２８の基端に向かって縮径
した肩部２６ａを構成している。胴体部２６、針ハブ２８及びフランジ部３０は、一体的
に形成されている。
【０１２２】
　シリンジ外筒１８の構成材料は、特に限定されないが、例えば、ポリプロピレン、ポリ
ウレタン、ポリエチレン、環状ポリオレフィン、ポリメチルペンテン１等のポリオレフィ
ンや、ポリエステル、ナイロン、ポリカーボネート、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭ
Ａ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ）、ポリエーテルサルホン、ポリエーテルエーテルケ
トン（ＰＥＥＫ）、フッ素樹脂、ポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）、ポリアセター
ル樹脂（ＰＯＭ）等の樹脂性材料や、ステンレス等の金属性材料、ガラス等で形成される
とよい。
【０１２３】
　図２において、針ハブ２８には、針体１６の基端側が挿入される針挿入孔２８ａが形成
されている。針体１６の基端側は、針挿入孔２８ａを構成する壁面に対して固定されてい
る。針体１６の固定方法としては、インサート成形、高周波やレーザーによる熱溶着、接
着剤による接着等が挙げられる。針ハブ２８には、一定の外径を有する先端頭部２９と、
先端頭部２９の基端に形成され、先端頭部２９よりも縮径した縮径部３２と、縮径部３２
と胴体部２６の肩部２６ａとを連結する連結部３１と、が設けられている。このような針
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ハブ２８と針体１６とから、先端に薬剤吐出口１６ａを有するノズル部１７が構成されて
いる。
【０１２４】
　図１において、ガスケット２０は、シリンジ外筒１８内を液密に且つ軸方向に摺動可能
であり、シリンジ外筒１８内に充填された薬剤Ｍを送り出す。押子２２の先端は、ガスケ
ット２０に接続されている。
【０１２５】
　図２及び図３に示すように、キャップ１０Ａは、未開封状態でノズル部１７（針体１６
）の薬剤吐出口１６ａを塞ぐキャップ本体３８と、キャップ本体３８を覆うキャップカバ
ー４０と、キャップカバー４０の先端側に設けられた先端カバー部材４２とを備える。
【０１２６】
　キャップ本体３８の構成材料としては、ゴム又は合成樹脂性エラストマー等が挙げられ
る。ゴムとしては、例えば、イソプレンゴム、ブチルゴム、ラテックスゴム、シリコーン
ゴム等を用いることができる。合成樹脂性エラストマーとしては、例えば、スチレン系エ
ラストマー、オレフィン系エラストマー等を用いることができる。
【０１２７】
　図２～図４に示すように、キャップ本体３８は、キャップ本体３８の先端部に位置する
大径先端部４４（大径部）と、大径先端部４４の基端側に設けられた小径中間部４６と、
小径中間部４６の基端側に設けられた装着筒部４８（装着部）と、装着筒部４８の先端部
に設けられた封止部４９とを有する。大径先端部４４は、円柱状に形成されており、後述
するように、視認部として機能する。大径先端部４４の外径は、針ハブ２８の先端頭部２
９の外径よりも大きい。
【０１２８】
　小径中間部４６は、その全長に亘って大径先端部４４の外径よりも小さな外径を有する
。大径先端部４４と小径中間部４６との境界部には、基端方向に向いた基端段差面５０（
係止面）が形成されている。小径中間部４６の外周面には、小径中間部４６の先端から所
定長だけ基端側にずれた位置から装着筒部４８の先端までキャップ本体３８の軸方向に延
在した複数の細長いリブ５２が周方向に等間隔に配設されている。各リブ５２の先端部に
は、先端方向に向かって径方向内方に傾斜した傾斜面５４が形成されている。各リブ５２
の高さ寸法（小径中間部４６から径方向外方への突出長）は、リブ５２が大径先端部４４
よりも径方向外側に突出しない程度の大きさに設定されている。
【０１２９】
　装着筒部４８は、小径中間部４６よりも長く形成されている。装着筒部４８の先端部は
、閉塞した先端壁部となっており、ノズル部１７（針体１６）の薬剤吐出口１６ａを液密
に封止可能な封止部４９を構成している。また、装着筒部４８の基端は開口している。装
着筒部４８内には、針体１６及び針ハブ２８を収容する収容空間５６が形成されている。
この収容空間５６は、装着筒部４８の先端部に設けられた第１穴部５８と、第１穴部５８
の基端側に設けられた第２穴部６０と、第２穴部６０の基端側に設けられた第３穴部６２
と、第３穴部６２の基端側に設けられた第４穴部６４とを有する。つまり、第１穴部５８
、第２穴部６０、第３穴部６２及び第４穴部６４は、装着筒部４８の先端から基端に向か
ってこの順に互いに連通して設けられることによって、１つの収容空間５６を形成してい
る。
【０１３０】
　第１穴部５８は、その全長に亘って一定の穴径（内径）に形成されている。第１穴部５
８の穴径は、針体１６の外径よりも大きい。第２穴部６０の穴径は、第１穴部５８の穴径
よりも大きい。第２穴部６０は、一定の穴径（内径）に形成された先端穴部６０ａと、先
端穴部６０ａの基端側に位置して基端方向に向かってテーパ状に縮径した中間穴部６０ｂ
と、中間穴部６０ｂの基端側に位置して基端方向に向かってテーパ状に拡径した基端穴部
６０ｃとを含む。
【０１３１】
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　第３穴部６２は、その全長に亘って一定の穴径（内径）に形成されている。第３穴部６
２の穴径は、中間穴部６０ｂと基端穴部６０ｃとの境界部の穴径（第２穴部６０の最小穴
径）よりも大きい。本実施形態では、第３穴部６２の穴径は、第２穴部６０の先端穴部６
０ａの孔径と略同じである。第３穴部６２の軸方向長さは、第２穴部６０の軸方向長さよ
りも短い。第４穴部６４は、その全長に亘って一定の穴径（内径）に形成されている。第
４穴部６４の穴径は、第３穴部６２の穴径及び針ハブ２８の先端部の外径よりも大きい。
第４穴部６４の軸方向の長さは、第３穴部６２の軸方向の長さよりも短い。
【０１３２】
　このようなキャップ本体３８には、第１穴部５８と第２穴部６０との境界部に基端方向
を向いた第１段差面６６が形成され、第３穴部６２と第４穴部６４との境界部に基端方向
を向いた第２段差面６８が形成されている。第１穴部５８の先端から第１段差面６６まで
の距離は、針体１６の先端から針ハブ２８の先端までの距離よりも短い。
【０１３３】
　図２及び図３に示すように、キャップカバー４０は、円筒状に構成されており、透明性
を有しない樹脂材料（実質的に不透明な樹脂材料）により構成されている。ここで、実質
的に不透明とは、キャップカバー４０の外側からキャップカバー４０内のキャップ本体３
８を視認することが困難か又は不可能な状態をいう。キャップカバー４０は、キャップ本
体３８の全長よりも長い筒本体部７０を有する。筒本体部７０の先端には、大径先端部４
４を筒本体部７０から露出（突出）させるための開口部７０ａが形成されている。
【０１３４】
　筒本体部７０の外径は、ユーザが手指によって摘み易い大きさに形成されている。筒本
体部７０の外周面には、ユーザの手指の滑り止めとして機能する複数（図２及び図３では
３つ）の滑り止め部７４が形成されている。各滑り止め部７４は、筒本体部７０の周方向
に沿って延在した円環状の凸部である。複数の滑り止め部７４は、筒本体部７０の軸方向
に等間隔に設けられている。筒本体部７０の内周面の先端部には、先端カバー部材４２を
係止するための円環状の係止溝７６が形成されている。
【０１３５】
　筒本体部７０の内周面の先端側には、基端段差面５０に接触する複数（図３では３つ）
の係合爪部７８（係合部）が筒本体部７０の周方向に等間隔に設けられている。つまり、
周方向に互いに隣接する係合爪部７８の間には所定の隙間が形成されている。各係合爪部
７８は、筒本体部７０の内周面から先端方向へ傾斜するように延び、筒本体部７０の径方
向に弾性変形可能に構成されている。各係合爪部７８の先端面は、平坦に形成されており
、基端段差面５０に対向している。各係合爪部７８が弾性変形していない状態で、複数の
係合爪部７８の内端によって形成される中央孔７９の孔径は、大径先端部４４の外径より
も小さい（図２参照）。
【０１３６】
　先端カバー部材４２は、縦断面が略Ｕ字状に形成されており、キャップカバー４０とと
もに、キャップ１０Ａを操作するユーザがキャップ本体３８に触れることができないよう
に、キャップ本体３８を覆うものである。すなわち、先端カバー部材４２は、接触阻止機
能を有する。また、先端カバー部材４２は、キャップ本体３８がキャップカバー４０の開
口部７０ａから離脱することを阻止する離脱阻止部としての機能も有する。先端カバー部
材４２は、キャップカバー４０の開口部７０ａから先端側に突出するようにキャップカバ
ー４０の先端部に基端部が嵌合された環状部８０と、環状部８０の先端部に設けられた先
端壁８２とを有する。
【０１３７】
　環状部８０は、先端側の環状周壁部８４と、環状周壁部８４の基端から基端方向へ延び
る筒状の係合延出部８６とからなる。環状部８０の内径は、その先端から基端まで一定で
あり、大径先端部４４の外径よりも僅かに大きい（図２参照）。具体的には、環状部８０
の内径は、大径先端部４４の外径の１０１％～１５０％の範囲に設定されている。係合延
出部８６の外周面には、キャップカバー４０の係止溝７６に装着可能な円環状の係止爪８
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８が設けられている。環状周壁部８４の外周面の基端部には、筒本体部７０の先端面に接
触する円環状の位置決め突起９０が設けられている。
【０１３８】
　先端カバー部材４２は、透明性を有する樹脂材料で一体的に成形されている。本実施形
態では、先端カバー部材４２は無色であるが、着色されていても構わない。先端カバー部
材４２には、先端壁８２と環状周壁部８４とによって大径先端部４４が受容される受容空
間９２が設けられている（図２参照）。
【０１３９】
　本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ａは、基本的には以上のように構成される
ものであり、次に、プレフィルドシリンジ１２Ａ（キャップ１０Ａ）の製造手順について
説明する。
【０１４０】
　まず、図５Ａに示すように、針ハブ２８にキャップ本体３８の装着筒部４８を外嵌する
。この際、針ハブ２８の先端面を第１段差面６６に当接させる。これにより、装着筒部４
８の第２穴部６０を構成する内壁面が針ハブ２８によって径方向外方に押し広げられて針
ハブ２８の先端頭部２９の外面に液密に接触する。つまり、針ハブ２８の先端頭部２９は
、第２穴部６０に液密に嵌合する。すなわち、第２穴部６０は、ノズル部１７と液密に嵌
合する嵌合部として機能する。また、針体１６が第１穴部５８を挿通し、針体１６の先端
部が装着筒部４８の先端壁部に穿刺される。これにより、薬剤吐出口１６ａが封止部４９
としての装着筒部４８の先端壁部によって封止される。すなわち、針ハブ２８と針体１６
とからなるノズル部１７が、封止部４９である装着筒部４８の先端壁部によって封止され
る。
【０１４１】
　続いて、先端カバー部材４２の係止爪８８をキャップカバー４０の係止溝７６に嵌め込
むことにより、先端カバー部材４２をキャップカバー４０に対して装着する。なお、先端
カバー部材４２のキャップカバー４０に対する装着は、キャップカバー４０のキャップ本
体３８に対する装着が完了した後で行ってもよい。
【０１４２】
　その後、図５Ｂに示すように、筒本体部７０の基端側から大径先端部４４を挿入する。
そうすると、大径先端部４４によって各係合爪部７８が押されることによって、各係合爪
部７８の内端で形成される中央孔７９の孔径が拡径するように各係合爪部７８が径方向外
方に撓む（弾性変形する）ため、大径先端部４４が各係合爪部７８を乗り越えて各係合爪
部７８よりも先端方向に移動する。そして、筒本体部７０の基端部を胴体部２６の肩部２
６ａに接触又は近接させることによってキャップカバー４０のキャップ本体３８に対する
装着が完了する。これにより、図６に示すように、シリンジ外筒１８とキャップ１０Ａと
を備えたシリンジ組立体２４Ａが製造される。
【０１４３】
　このように、シリンジ組立体２４Ａを組み立てた状態、すなわち、キャップ１０Ａのシ
リンジ本体１４への装着が完了した状態で、キャップ本体３８は、大径先端部４４が筒本
体部７０の開口部７０ａよりも基端側にある第１の位置に位置している。具体的には、キ
ャップ本体３８の先端は、筒本体部７０の開口部７０ａよりも基端方向且つ先端カバー部
材４２の係合延出部８６内に位置している。これにより、視認部である大径先端部４４の
外周部は、実質的に不透明な筒本体部７０に隠され、外部から視認できない。また、装着
部である装着筒部４８は、ノズル部１７の一部である針ハブ２８に装着された状態となっ
ており、装着筒部４８の封止部４９（先端壁部）は、ノズル部１７の一部である針体１６
の先端に形成された薬剤吐出口１６ａを封止している。
【０１４４】
　シリンジ本体１４に装着されたキャップ１０Ａのキャップ本体３８が第１の位置にある
状態で、基端段差面５０から筒本体部７０の開口部７０ａまでの距離Ｌ１は、小径中間部
４６の軸方向長Ｌ２よりも短い。また、各係合爪部７８は、基端段差面５０よりも基端方
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向に離間している。なお、各係合爪部７８は、基端段差面５０と当接していてもよい。
【０１４５】
　また、シリンジ本体１４に装着されたキャップ１０Ａのキャップ本体３８が第１の位置
にある状態で、キャップカバー４０の筒本体部７０の基端部は、シリンジ本体１４の胴体
部２６の肩部２６ａに当接可能である。これにより、キャップカバー４０のシリンジ本体
１４に対する基端方向への移動が規制され、第１の位置にあるキャップ本体３８の第２の
位置への変位が防止される。
【０１４６】
　このようなシリンジ組立体２４Ａのシリンジ外筒１８内に薬剤Ｍを充填し、ガスケット
２０及び押子２２を装着することにより、図１に示すプレフィルドシリンジ１２Ａが製造
される。
【０１４７】
　次に、未開封状態のキャップ１０Ａの開封操作と、シリンジ本体１４から一度取り外さ
れたキャップ１０Ａをシリンジ本体１４に再装着するリキャップ操作について説明する。
【０１４８】
　図７Ａに示すように、キャップ１０Ａを開封する場合、ユーザは、キャップカバー４０
をシリンジ本体１４に対して先端方向に相対変位させる。そうすると、キャップカバー４
０がキャップ本体３８に対して先端方向に変位するため、各係合爪部７８が基端段差面５
０に接触する。そして、図７Ｂに示すように、キャップカバー４０をシリンジ本体１４に
対して先端方向にさらに相対変位させると、各係合爪部７８によって基端段差面５０が先
端方向に押され、キャップ本体３８の第２穴部６０及び第３穴部６２から針ハブ２８が外
れるとともに針体１６の先端部が小径中間部４６から抜け出る。これによりキャップ１０
Ａが開封されるに至る。
【０１４９】
　開封されたキャップ１０Ａにおいて、キャップ本体３８のキャップカバー４０に対する
先端方向の変位は、大径先端部４４が先端壁８２に接触することによって規制され、キャ
ップ本体３８のキャップカバー４０に対する基端方向の変位は、係合爪部７８が基端段差
面５０に接触することによって規制される。つまり、キャップ本体３８は、キャップカバ
ー４０から離脱することはない。
【０１５０】
　開封済みのキャップ１０Ａをシリンジ本体１４にリキャップする場合、図８Ａに示すよ
うに、キャップカバー４０をシリンジ本体１４に対して基端方向に相対変位させることに
よって、キャップ本体３８の基端方向から収容空間５６に針体１６及び針ハブ２８を挿入
させる。そうすると、キャップ本体３８の第２段差面６８が針ハブ２８の先端面に接触し
て先端方向に押され、大径先端部４４が筒本体部７０の開口部７０ａよりも先端方向に突
出する。すなわち、キャップ本体３８が第１の位置に配置された状態で、キャップ１０Ａ
の装着筒部４８をシリンジ本体１４のノズル部１７に近づけると、キャップ本体３８の装
着筒部４８がシリンジ本体１４の針ハブ２８（ノズル部１７）によって先端方向へ押圧さ
れ、キャップ本体３８が第１の位置から第２の位置まで変位する。このように、キャップ
本体３８の第２段差面６８は、開封済みのキャップ１０Ａをシリンジ本体１４にリキャッ
プする際に、ノズル部１７と当接する当接部として機能する。
【０１５１】
　そして、図８Ｂに示すように、大径先端部４４の先端面が先端壁８２に当接した状態で
、キャップカバー４０をシリンジ本体１４に対して基端方向にさらに相対変位させること
により、針ハブ２８の先端部が第２段差面６８を乗り越えて第３穴部６２に嵌合されると
ともに針体１６の先端部が小径中間部４６に穿刺される。これによりキャップ１０Ａがシ
リンジ本体１４に対してリキャップされた状態となる。
【０１５２】
　このとき、キャップ本体３８は、大径先端部４４が環状周壁部８４と先端壁８２とから
形成される受容空間９２に受容された第２の位置に位置する。そして、大径先端部４４の
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外周部は、実質的に透明な環状周壁部８４を通して視認可能な状態になる。すなわち、キ
ャップ本体３８の第１の位置から第２の位置までの変位により、大径先端部４４の外周部
は、実質的に不透明な筒本体部７０に覆われて視認できなかった状態から、実質的に透明
な環状周壁部８４を通して視認可能な状態へと、その見え方が変化する。また、第３穴部
６２を構成する壁面は、針ハブ２８によって径方向外方に押し広げられるため、針ハブ２
８の先端部の外周面に液密に接触する。さらに、針体１６の先端の薬剤吐出口１６ａが封
止部４９によって封止される。
【０１５３】
　本実施形態によれば、キャップ本体３８が第１の位置に配置された状態で、シリンジ本
体１４から取り外されたキャップ１０Ａの装着筒部４８をシリンジ本体１４のノズル部１
７に近づけた際に、キャップ本体３８を第１の位置から第２の位置まで変位させるように
、装着筒部４８がシリンジ本体１４のノズル部１７によって先端方向へ押圧され、キャッ
プ本体３８の第１の位置から第２の位置への変位に伴う大径先端部４４の開口部７０ａか
らの突出により、大径先端部４４の外周部の見え方が変化する。これにより、ユーザは、
針体１６を有するシリンジ本体１４に対するキャップ１０Ａの未開封状態と、一度シリン
ジ本体１４から取り外されたキャップ１０Ａがシリンジ本体１４に再装着されたリキャッ
プ状態、すなわち、開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【０１５４】
　また、図８Ｂに示すように、筒本体部７０及び先端カバー部材４２は、リキャップ状態
でキャップ１０Ａを操作するユーザがキャップ本体３８に触れることができないようにキ
ャップ本体３８を覆っている。そのため、リキャップ状態において、ユーザが第２の位置
にあるキャップ本体３８を誤って第１の位置に戻してしまうことを防止することができる
。
【０１５５】
　さらに、環状周壁部８４の先端が先端壁８２により閉塞されているため、リキャップ状
態において、ユーザが第２の位置にあるキャップ本体３８を誤って第１の位置に戻してし
まうことをより確実に防止することができる。
【０１５６】
　本実施形態において、先端カバー部材４２は透明であり、筒本体部７０は実質的に不透
明である。そのため、キャップ本体３８が第１の位置にあるときは、大径先端部４４の外
周部は、筒本体部７０に隠されて実質的に視認できず、キャップ本体３８が第２の位置に
あるときは、大径先端部４４の外周部は先端カバー部材４２を通して視認可能となる。
【０１５７】
　また、係合延出部８６が筒本体部７０の内周面に係合する構造であるため、ユーザが誤
って筒本体部７０から先端カバー部材４２を外してしまうことを防止することができる。
【０１５８】
　さらに、位置決め突起９０が筒本体部７０の先端面に当接することにより、先端カバー
部材４２の筒本体部７０に対する基端方向への移動が防止されるため、筒本体部７０の開
口部７０ａから先端方向に突出する大径先端部４４を受容する受容空間９２を確実に形成
することができる。
【０１５９】
　本実施形態において、環状部８０の内径は、先端から基端まで一定であり、大径先端部
４４の外径よりも僅かに大きく、キャップ本体３８が第１の位置にあるときに、大径先端
部４４の少なくとも先端は、環状部８０内に位置している。そのため、キャップ本体３８
を第１の位置から第２の位置まで円滑に変位させることができる。つまり、キャップ本体
３８が第１の位置から第２の位置まで変位する際に先端カバー部材４２の内面に引っ掛か
ることを抑えることができる。
【０１６０】
　また、大径先端部４４の外径は、針ハブ２８の先端頭部２９（ノズル部１７のうち装着
筒部４８が嵌合する部位）の外径よりも大きいため、視認部としての大径先端部４４の外
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周部を視認し易くすることができる。
【０１６１】
　本実施形態では、基端段差面５０に係合爪部７８が係合することにより、キャップ本体
３８のキャップカバー４０に対する基端方向への離脱を防止することができる。
【０１６２】
　また、キャップカバー４０をシリンジ本体１４に対して先端方向に相対的に変位させる
ことにより、基端段差面５０が係合爪部７８によって先端方向に押されてキャップ本体３
８がシリンジ本体１４から取り外される。そのため、キャップ１０Ａをシリンジ本体１４
から容易に取り外すことができる。
【０１６３】
　さらに、キャップ１０Ａの製造時に、キャップ本体３８をシリンジ本体１４に取り付け
た後で、キャップカバー４０の基端方向からキャップ本体３８を挿入することにより、大
径先端部４４が係合爪部７８を径方向外方に弾性変形させながら乗り越えるため、キャッ
プ本体３８に対するキャップカバー４０の組付けを容易に行うことができる。
【０１６４】
　また、係合爪部７８は、筒本体部７０の周方向に沿って複数設けられているため、キャ
ップ本体３８のキャップカバー４０に対する基端方向への離脱を効果的に防止することが
できる。さらに、周方向に隣接する係合爪部７８の間に所定の隙間が形成されているため
、キャップ１０Ａの製造時に各係合爪部７８を確実に弾性変形させることができる。
【０１６５】
　本実施形態において、複数の係合爪部７８の内端によって形成される中央孔７９の孔径
は、大径先端部４４の外径よりも小さい。そのため、各係合爪部７８を基端段差面５０に
確実に接触させることができる。
【０１６６】
　また、キャップ本体３８の先端部に視認部として機能する大径先端部４４を設けている
ため、大径先端部４４（視認部）の外周部を視認し易くすることができるとともにキャッ
プ本体３８の基端側の外径が大きくなることを抑えることができる。
【０１６７】
　さらに、環状部８０の内径は、大径先端部４４の外径の１０１％～１５０％の範囲に設
定されている。そのため、大径先端部４４の外径を比較的大きくしつつキャップ本体３８
を第１の位置から第２の位置までより円滑に変位させることができる。
【０１６８】
　またさらに、小径中間部４６の軸方向長Ｌ２が、キャップ本体３８が第１の位置にある
時の基端段差面５０から筒本体部７０の開口部７０ａまでの距離Ｌ１よりも長い（図１参
照）。そのため、キャップ本体３８が第１の位置から第２の位置に変位する際に、小径中
間部４６が係合爪部７８に引っ掛かって変位が妨げられることを防止することができる。
【０１６９】
　本実施形態では、キャップ本体３８が第１の位置にあるときに、第１穴部５８を挿通す
る針体１６の先端部が封止部４９としての装着筒部４８の先端壁部に穿刺されて薬剤吐出
口１６ａが液密に封止されるとともに針ハブ２８の先端部が第２穴部６０及び第３穴部６
２に液密に嵌合している。そのため、キャップ１０Ａの未開封状態で薬剤Ｍをシリンジ本
体１４内に確実に封止することができる。
【０１７０】
　また、キャップ本体３８が第１の位置にあるときに、第２穴部６０を構成する壁面が針
ハブ２８の縮径部３２に当接するため、キャップ１０Ａの未開封状態で装着筒部４８が針
ハブ２８から意図せずに抜け出ることを防止することができる。
【０１７１】
　さらに、図８Ｂに示すように、キャップ本体３８が第２の位置にあるときに、針体１６
の先端部が封止部４９に穿刺されて薬剤吐出口１６ａが液密に封止されるとともに針ハブ
２８の先端部が第２穴部６０に嵌合することなく第３穴部６２に嵌合している。そのため
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、キャップ１０Ａのリキャップ状態で、キャップ１０Ａがシリンジ本体１４から意図せず
に外れて針先が露出することを防止することができる。
【０１７２】
　キャップ本体３８が第２の位置にあるときに、大径先端部４４の先端が先端壁８２に当
接するため、第３穴部６２に針ハブ２８の先端部を確実に嵌合させることができる。
【０１７３】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｂについて説明する。な
お、第２実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｂにおいて、上述した第１実施形態に
係るプレフィルドシリンジ１２Ａと同一の構成要素には同一の参照符号を付し、詳細な説
明は省略する。また、本実施形態において、第１実施形態に係るプレフィルドシリンジ１
２Ａと同様の構成については同様の作用効果を奏する。後述する第３実施形態についても
同様である。
【０１７４】
　図９及び図１０に示すように、プレフィルドシリンジ１２Ｂは、シリンジ本体１４と、
シリンジ本体１４に着脱可能なキャップ１０Ｂとを備える。本実施形態では、シリンジ外
筒１８、針体１６及びキャップ１０Ｂによりシリンジ組立体２４Ｂが構成されている。
【０１７５】
　キャップ１０Ｂは、キャップ本体１００と、キャップカバー１０２と、先端カバー部材
４２とを有する。キャップ本体１００の構成材料としては、上述したキャップ本体３８と
同様の材料が挙げられる。
【０１７６】
　キャップ本体１００は、針ハブ２８が装着される装着筒部１０４と、装着筒部１０４の
先端から先端方向に延出した先端延出部１０６と、装着筒部１０４の基端部に設けられた
大径基端部１０８とを有する。装着筒部１０４の先端部は、閉塞した封止部１０５（先端
壁部）となっている。先端延出部１０６は、円柱状に構成されている。先端延出部１０６
は、後述するように、視認部として機能する。先端延出部１０６の外径は、針ハブ２８の
先端外径よりも大きい。
【０１７７】
　図１１に示すように、装着筒部１０４内には、針体１６及び針ハブ２８を収容する収容
空間１１０が形成されている。この収容空間１１０は、装着筒部１０４の先端部に設けら
れた第１穴部１１２と、第１穴部１１２の基端側に設けられた第２穴部１１４と、第２穴
部１１４の基端側に設けられた第３穴部１１６とを有する。つまり、第１穴部１１２、第
２穴部１１４及び第３穴部１１６は、装着筒部１０４の先端から基端に向かってこの順に
互いに連通して設けられることによって、１つの収容空間１１０を形成している。
【０１７８】
　第１穴部１１２は、その全長に亘って一定の穴径（内径）に形成されている。第１穴部
１１２の穴径は、針体１６の外径よりも大きい。第２穴部１１４の穴径は、第１穴部１１
２の穴径よりも大きい。第２穴部１１４は、一定の穴径（内径）に形成された先端穴部１
１４ａと、先端穴部１１４ａの基端側に位置して基端方向に向かってテーパ状に縮径した
中間穴部１１４ｂと、中間穴部１１４ｂの基端側に位置して基端方向に向かってテーパ状
に拡径した基端穴部１１４ｃとを含む。第３穴部１１６は、その全長に亘って一定の穴径
（内径）に形成されている。第３穴部１１６の穴径は、第２穴部１１４の穴径よりも大き
い。第３穴部１１６の軸方向の長さは、第２穴部１１４の軸方向の長さよりも短い。
【０１７９】
　このようなキャップ本体１００には、第１穴部１１２と第２穴部１１４との境界部に基
端方向を向いた第１段差面１１８が形成され、第２穴部１１４と第３穴部１１６との境界
部に基端方向を向いた第２段差面１２０が形成されている。第１穴部１１２の先端から第
１段差面１１８までの距離は、針体１６の先端から針ハブ２８の先端までの距離よりも短
い。また、第１穴部１１２の先端から第２段差面１２０までの距離は、針体１６の先端か
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ら針ハブ２８の先端までの距離よりも短い。
【０１８０】
　大径基端部１０８の基端面１２２には、基端方向に突出した複数の支持突起１２４が周
方向に等間隔に設けられている。各支持突起１２４は、横断面が円弧状に形成された外面
を有している。
【０１８１】
　図９及び図１０に示すように、キャップカバー１０２は、円筒状に構成されており、透
明性を有しない樹脂材料（実質的に不透明な樹脂材料）により構成されている。キャップ
カバー１０２は、キャップ本体１００の全長よりも長い筒本体部７０を有する。筒本体部
７０の外周面には、滑り止め部７４が形成され、筒本体部７０の内周面の基端部には、大
径基端部１０８の基端面１２２（係止面）に接触する複数（図１０では６つ）の係合爪部
１２６（係合部）が筒本体部７０の周方向に等間隔に設けられている。つまり、周方向に
互いに隣接する係合爪部１２６の間には所定の隙間が形成されている。各係合爪部１２６
は、筒本体部７０の内周面から先端方向へ傾斜するように延び、筒本体部７０の径方向に
弾性変形可能に構成されている。各係合爪部１２６の先端面は、平坦に形成されている。
各係合爪部１２６が弾性変形していない状態で、複数の係合爪部１２６の内端によって形
成される中央孔１２７の孔径は、大径基端部１０８の外径よりも小さい。
【０１８２】
　係合爪部１２６は、支持突起１２４を径方向外方に押圧した状態で大径基端部１０８の
基端面１２２に接触する（図１２Ａ参照）。これにより、キャップカバー１０２をキャッ
プ本体１００に対して安定して支持させることができる。
【０１８３】
　本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｂ（キャップ１０Ｂ）の製造手順は、第１
実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｂ（キャップ１０Ｂ）の製造手順と同様である
。
【０１８４】
　すなわち、針ハブ２８にキャップ本体１００の装着筒部１０４を外嵌し、先端カバー部
材４２が装着されたキャップカバー１０２の基端側から先端延出部１０６を挿入する。そ
うすると、大径基端部１０８によって、各係合爪部１２６が押されることによって、各係
合爪部１２６の内端で形成される中央孔１２７の内径が拡径するように各係合爪部１２６
が径方向外方に撓む（弾性変形する）ため、大径基端部１０８が各係合爪部１２６を乗り
越えて各係合爪部１２６よりも先端方向に移動する。そして、筒本体部７０の基端部を胴
体部２６の肩部２６ａに接触又は近接させることによってキャップカバー１０２のキャッ
プ本体１００に対する装着が完了する。これにより、シリンジ組立体２４Ｂが製造される
。このようなシリンジ組立体２４Ｂのシリンジ外筒１８内に薬剤Ｍを充填し、ガスケット
２０及び押子２２を装着することにより、プレフィルドシリンジ１２Ｂが製造される。
【０１８５】
　本実施形態では、キャップ１０Ｂの未開封状態で、針ハブ２８が第２穴部１１４に嵌合
するとともに針体１６の先端部が封止部１０５に穿刺されて薬剤吐出口１６ａが封止され
る。すなわち、針ハブ２８と針体１６とからなるノズル部１７が、封止部１０５である装
着筒部１０４の先端壁部によって封止される。
【０１８６】
　また、キャップ本体１００は、キャップ本体１００の先端部が筒本体部７０の開口部７
０ａよりも基端側にある第１の位置に位置している。具体的には、キャップ本体１００の
先端は、筒本体部７０の開口部７０ａよりも基端方向且つ先端カバー部材４２の係合延出
部８６内に位置している。これにより、視認部である先端延出部１０６の外周部は、実質
的に不透明な筒本体部７０に隠され、外部から視認できない。
【０１８７】
　次に、未開封状態のキャップ１０Ｂの開封操作について説明する。
【０１８８】
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　図１２Ａに示すように、キャップ１０Ｂを開封する場合、ユーザは、キャップカバー１
０２をシリンジ本体１４に対して先端方向に相対変位させる。そうすると、キャップカバ
ー１０２がキャップ本体１００に対して先端方向に変位するため、各係合爪部１２６が大
径基端部１０８の基端面１２２に接触する。この際、係合爪部１２６は、支持突起１２４
によって径方向内方に押されることによって、基端面１２２との接触が確実となる。これ
により、キャップカバー１０２は、キャップ本体１００に対して安定して支持される。
【０１８９】
　そして、図１２Ｂに示すように、キャップカバー１０２をシリンジ本体１４に対して先
端方向にさらに相対変位させると、各係合爪部１２６によって大径基端部１０８の基端面
１２２が先端方向に押され、キャップ本体１００の第２穴部１１４から針ハブ２８が外れ
るとともに針体１６の先端部が封止部１０５から抜け出る。これにより、キャップ１０Ｂ
が開封されるに至る。開封されたキャップ１０Ｂでは、基端面１２２が係合爪部１２６に
係止されているため、キャップ本体１００の筒本体部７０に対する基端方向への変位が規
制されている。
【０１９０】
　開封済みのキャップ１０Ｂをシリンジ本体１４にリキャップしようとする場合、図１３
Ａに示すように、キャップカバー１０２をシリンジ本体１４に対して基端方向に相対変位
させることによって、キャップ本体１００の基端方向から収容空間１１０に針体１６及び
針ハブ２８を挿入させる。そうすると、キャップ本体１００の第２段差面１２０が針ハブ
２８の先端面に接触して先端方向に押され、キャップ本体１００の先端延出部１０６が筒
本体部７０の開口部７０ａよりも先端方向に突出する。すなわち、キャップ本体１００が
第１の位置に配置された状態で、キャップ１０Ｂの装着筒部１０４をシリンジ本体１４の
針ハブ２８（ノズル部１７）に近づけると、キャップ本体１００の装着筒部１０４がシリ
ンジ本体１４の針ハブ２８（ノズル部１７）によって先端方向へ押圧され、キャップ本体
１００が第１の位置から第２の位置まで変位する。
【０１９１】
　このとき、図１３Ｂに示すように、キャップ本体１００は、先端延出部１０６が環状周
壁部８４と先端壁８２とから形成される受容空間９２に受容された第２の位置に位置する
。また、キャップカバー１０２の筒本体部７０の基端部は、シリンジ本体１４の胴体部２
６の肩部２６ａに当接している。これにより、キャップ１０Ｂがシリンジ本体１４に対し
て、さらに基端方向へ相対変位することが防止されている。
【０１９２】
　この状態で、針体１６の先端は、第１穴部１１２内に位置し、針ハブ２８の先端頭部２
９は、第３穴部１１６に嵌合しない状態で挿入されている。つまり、薬剤吐出口１６ａは
封止部１０５によって封止されていない。また、第３穴部１１６を構成する壁面と針ハブ
２８の先端頭部２９の外周面との間には所定の隙間が形成されている。さらに、針ハブ２
８の先端頭部２９の先端面が第２段差面１２０に接触（当接）した状態で、キャップ本体
１００の先端と先端壁８２との間には所定の隙間が形成されている。
【０１９３】
　本実施形態によれば、シリンジ本体１４から取り外されたキャップ１０Ｂをシリンジ本
体１４に再装着しようとする際（キャップ本体１００が第１の位置に位置する状態で、シ
リンジ本体１４から外されたキャップ１０Ｂの装着筒部１０４をシリンジ本体１４のノズ
ル部１７に近づけた際）に、キャップ本体１００が第１の位置から第２の位置まで変位し
、キャップ本体１００の視認部としての先端延出部１０６の外周部の見え方が変化する。
これにより、ユーザは、針体１６を有するシリンジ本体１４に対するキャップ１０Ｂの未
開封状態と開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。従って、第１実施形
態と同様の効果を得ることができる。
【０１９４】
　また、本実施形態によれば、キャップ本体１００の基端部に設けられた大径基端部１０
８の基端面１２２に係合爪部１２６を接触させることにより、キャップ本体１００のキャ



(34) JP 6889725 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

ップカバー１０２に対する基端方向への離脱を防止することができる。
【０１９５】
　さらに、本実施形態では、図１３Ａに示すように、キャップ本体１００の大径基端部１
０８の基端面１２２がキャップカバー１０２の係合爪部１２６（係合部）に係合し、且つ
、キャップ本体１００の装着筒部１０４（装着部）の第２段差面１２０（当接部）が、針
ハブ２８の先端面（ノズル部１７）に当接した状態において、キャップ本体１００の先端
から先端カバー部材４２の先端壁８２までの距離Ｌ３が、キャップカバー１０２の基端か
らシリンジ本体１４の胴体部２６の先端までの距離Ｌ４よりも長い。このため、キャップ
本体１００の装着筒部１０４をシリンジ本体１４の針ハブ２８（ノズル部１７）によって
先端方向へ押圧して、キャップ本体１００が第１の位置から第２の位置まで変位させた際
に、キャップカバー１０２の基端部がシリンジ本体１４の胴体部２６の先端部（肩部２６
ａ）と当接することにより、キャップ本体１００の先端と先端壁８２との間に、所定の隙
間が形成される（図１３Ｂ参照）。これにより、シリンジ本体１４から取り外されたキャ
ップ１０Ｂをシリンジ本体１４に再装着しようとする際に、キャップ本体１００の装着筒
部１０４の針ハブ２８への嵌合が防止され、キャップ１０Ｂのシリンジ本体１４への再装
着が防止される。
【０１９６】
（第３実施形態）
　次に、本発明の第３実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｃについて説明する。
【０１９７】
　図１４に示すように、プレフィルドシリンジ１２Ｃは、シリンジ本体１４０と、シリン
ジ本体１４０に着脱可能なキャップ１０Ｃとを備える。シリンジ本体１４０は、シリンジ
外筒１４２と、ガスケット２０と、押子２２とを有する。本実施形態では、シリンジ外筒
１４２及びキャップ１０Ｃによりシリンジ組立体２４Ｃが構成され、そのシリンジ組立体
２４Ｃのシリンジ外筒１４２内に薬剤Ｍを充填した状態で押子２２が接続されたガスケッ
ト２０を挿入することによってプレフィルドシリンジ１２Ｃが組み立てられる。
【０１９８】
　シリンジ外筒１４２は、胴体部２６と、軸方向に延在する円筒状の胴体部２６の先端部
（肩部２６ａ）から先端方向に突出する中空状のノズル部１４４と、胴体部２６の基端部
に設けられたフランジ部３０とを有する。胴体部２６、ノズル部１４４及びフランジ部３
０は、一体的に形成されている。シリンジ外筒１４２の構成材料は、上述した第１実施形
態のシリンジ外筒１８の構成材料と同様のものが挙げられる。
【０１９９】
　図１５及び図１６に示すように、ノズル部１４４は、先端に薬剤吐出口１４４ａが設け
られたメスルアーであって、ノズル部１４４の外周面には、図示しないオスルアーを装着
するための先端側突出部１４６と、キャップ１０Ｃの未開封状態で筒本体部１７０の内周
面が接触する基端側突出部１４８とが設けられている。ノズル部１４４の内周面の基端に
は、キャップ本体１５２を係止するための環状凸部１５０（第１係止部）が設けられてい
る。
【０２００】
　キャップ１０Ｃは、キャップ本体１５２と、キャップカバー１５４と、先端カバー部材
４２とを有する。キャップ本体１５２の構成材料としては、上述したキャップ本体３８と
同様の材料が挙げられる。
【０２０１】
　キャップ本体１５２は、キャップ本体１５２の先端部に位置する大径先端部１５６（大
径部）と、大径先端部１５６の基端側に設けられた小径中間部１５８と、小径中間部１５
８の基端側に設けられた装着部１６０とを有する。
【０２０２】
　大径先端部１５６は、後述するように、視認部として機能する。大径先端部１５６の外
径は、ノズル部１４４の先端外径よりも大きい。小径中間部１５８は、その全長に亘って



(35) JP 6889725 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

大径先端部１５６の外径よりも小さな外径を有する。大径先端部１５６と小径中間部１５
８との境界部には、基端方向に向いた基端段差面１６２が形成されている。
【０２０３】
　装着部１６０は、小径中間部１５８の外径よりも小さい外径を有し、ノズル部１４４内
に挿入される。装着部１６０の外周面には、ノズル部１４４の内周面に液密に接触する複
数（図１５及び図１６では３つ）の円環状のシール突起１６４（封止部）と、環状凸部１
５０に嵌合する環状凹部１６６（第２係止部）とが設けられている。複数のシール突起１
６４は、キャップ本体１５２の軸方向に等間隔に離間している。環状凹部１６６は、装着
部１６０の基端部に位置している。また、装着部１６０の基端部は、ノズル部１４４の内
周面に液密に接触する。
【０２０４】
　このようなキャップ本体１５２は、装着部１６０がノズル部１４４内に挿入されて、装
着部１６０の基端部がノズル部１４４の内周面に液密に接触することによって、ノズル部
１４４が封止される。
【０２０５】
　キャップ本体１５２には、その先端面に開口した肉抜き部１６８（肉抜き空間）が形成
されている。肉抜き部１６８は、装着部１６０における最も基端側に位置するシール突起
１６４の位置まで延在している。
【０２０６】
　キャップカバー１５４は、円筒状に構成されており、透明性を有しない樹脂材料（実質
的に不透明な樹脂材料）により構成されている。キャップカバー１５４は、キャップ本体
１５２の全長よりも長い筒本体部１７０を有する。筒本体部１７０の先端には、キャップ
本体１５２を筒本体部１７０から露出（突出）させるための開口部１７０ａが形成されて
いる。
【０２０７】
　筒本体部１７０の外径は、ユーザが手指によって摘み易い大きさに形成されている。筒
本体部１７０の内周面の先端部には、先端カバー部材４２を係止するための円環状の係止
溝７６が形成されている。
【０２０８】
　筒本体部１７０の内周面には、基端段差面１６２に接触する複数（図１６では３つ）の
係合爪部１７２（係合部）が筒本体部１７０の周方向に等間隔設けられている。つまり、
周方向に互いに隣接する係合爪部１７２の間には所定の隙間が形成されている。各係合爪
部１７２は、筒本体部１７０の内周面から先端方向へ傾斜するように延び、筒本体部１７
０の径方向に弾性変形可能に構成されている。各係合爪部１７２の先端面は、平坦に形成
されている。複数の係合爪部１７２の内端によって形成される中央孔１７３の孔径は、大
径先端部１５６の外径よりも小さい。筒本体部１７０の基端側の内径は、シリンジ外筒１
４２の胴体部２６の外径に嵌合する大きさに設定されている。
【０２０９】
　本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｃ（キャップ１０Ｃ）の製造手順は、第１
実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ａ（キャップ１０Ａ）の製造手順と同様である
。
【０２１０】
　すなわち、ノズル部１４４内にキャップ本体１５２の装着部１６０を嵌入し、先端カバ
ー部材４２が装着されたキャップカバー１５４の基端側から大径先端部１５６を挿入する
。そうすると、大径先端部１５６によって、各係合爪部１７２が押されることによって、
各係合爪部１７２の内端で形成される中央孔１７３の内径が拡径するように各係合爪部１
７２が径方向外方に撓む（弾性変形する）ため、大径先端部１５６が各係合爪部１７２を
乗り越えて各係合爪部１７２よりも先端方向に移動する。そして、筒本体部１７０の内周
面の基端部を胴体部２６の外面に接触させることによってキャップカバー１５４のキャッ
プ本体１５２に対する装着が完了する。これにより、シリンジ組立体２４Ｃが製造される
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。このようなシリンジ組立体２４Ｃのシリンジ外筒１４２内に薬剤Ｍを充填し、ガスケッ
ト２０及び押子２２を装着することにより、図１４に示すプレフィルドシリンジ１２Ｃが
製造される。
【０２１１】
　本実施形態では、キャップ１０Ｃの未開封状態で、装着部１６０がノズル部１４４内に
嵌入して装着部１６０の基端部がノズル部１４４の内周面に液密に接触することによって
、ノズル部１４４（薬剤吐出口１４４ａ）が封止される。
【０２１２】
　また、キャップ本体１５２は、大径先端部１５６が筒本体部１７０の開口部１７０ａよ
りも基端側に位置にある第１の位置に位置している。具体的には、キャップ本体１５２の
先端は、筒本体部１７０の開口部１７０ａよりも基端方向且つ先端カバー部材４２の係合
延出部８６内に位置している。これにより、視認部である大径先端部１５６の外周部は、
実質的に不透明な筒本体部１７０に隠され、外部から視認できない。
【０２１３】
　キャップ本体１５２が第１の位置にある状態で、基端段差面１６２から筒本体部１７０
の開口部１７０ａまでの距離Ｌ５は、小径中間部１５８の軸方向長Ｌ６よりも短い。また
、各係合爪部１７２は、基端段差面１６２よりも基端方向に離間している（図１５参照）
。
【０２１４】
　次に、未開封状態のキャップ１０Ｃの開封操作と、シリンジ本体１４０から一度取り外
されたキャップ１０Ｃを再度シリンジ本体１４０に装着するリキャップ操作について説明
する。
【０２１５】
　図１７Ａに示すように、キャップ１０Ｃを開封する場合、ユーザは、キャップカバー１
５４をシリンジ本体１４０に対して先端方向に相対変位させる。そうすると、キャップカ
バー１５４がキャップ本体１５２に対して先端方向に変位するため、各係合爪部１７２が
基端段差面１６２に接触する。そして、図１７Ｂに示すように、キャップカバー１５４を
シリンジ本体１４０に対して先端方向にさらに相対変位させると、各係合爪部１７２によ
って基端段差面１６２が先端方向に押され、キャップ本体１５２の装着部１６０がノズル
部１４４内から抜け出る。これにより、キャップ１０Ｃが開封されるに至る。
【０２１６】
　開封されたキャップ１０Ｃにおいて、キャップ本体１５２の筒本体部１７０に対する先
端方向の変位は、大径先端部１５６が先端壁８２に接触することによって規制され、キャ
ップ本体１５２の筒本体部１７０に対する基端方向の変位は、係合爪部１７２が基端段差
面１６２に接触することによって規制される。つまり、キャップ本体１５２は、キャップ
カバー１５４から離脱することはない。
【０２１７】
　開封済みのキャップ１０Ｃをシリンジ本体１４０にリキャップする場合、図１８Ａに示
すように、キャップカバー１５４をシリンジ本体１４０に対して基端方向に相対変位させ
る。そうすると、キャップ本体１５２の装着部１６０の基端部がノズル部１４４に接触し
てキャップ本体１５２の基端方向の変位が規制される。そして、キャップカバー１５４を
シリンジ本体１４０に対して基端方向にさらに相対変位させると、キャップカバー１５４
がキャップ本体１５２に対して基端方向に変位するため、大径先端部１５６が筒本体の開
口部１７０ａよりも先端方向に突出する。これにより、キャップ１０Ｃがシリンジ本体１
４０に対してリキャップされた状態となる。
【０２１８】
　このとき、図１８Ｂに示すように、キャップ本体１５２は、大径先端部１５６が環状周
壁部８４と先端壁８２とから形成される受容空間９２に受容された第２の位置に位置する
。また、装着部１６０の基端部は、ノズル部１４４内に嵌入されることによって、薬剤吐
出口１４４ａが封止される。
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【０２１９】
　本実施形態によれば、キャップ本体１５２が第１の位置に配置された状態で、シリンジ
本体１４０から取り外されたキャップ１０Ｃの装着部１６０をシリンジ本体１４０のノズ
ル部１４４に近づけた際に、キャップ本体１５２が第１の位置から第２の位置まで変位し
、キャップ本体１５２の視認部としての大径先端部１５６の少なくとも外周部の見え方が
変化する。これにより、ユーザは、管状のノズル部１４４を有するシリンジ本体１４０に
対するキャップ１０Ｃの未開封状態とリキャップ状態、すなわち、開封済み状態とを容易
且つ確実に判別することができる。従って、第１実施形態及び第２実施形態と同様の効果
を得ることができる。
【０２２０】
　また、ノズル部１４４の内周面に設けられた環状凸部１５０と装着部１６０の外周面に
設けられた環状凹部１６６との嵌合力によりキャップ本体１５２をノズル部１４４に係止
することができる。
【０２２１】
　さらに、装着部１６０の外周面にノズル部１４４の内周面に液密に接触する管状のシー
ル突起１６４を設けているため、ノズル部１４４と装着部１６０との間を効果的に液密に
封止することができる。
【０２２２】
　さらにまた、装着部１６０には、キャップ本体１５２の先端面に開口する肉抜き部１６
８が形成されているため、キャップ１０Ｃの製造時に装着部１６０をノズル部１４４内に
容易に嵌入させることができる。
【０２２３】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、ノズル部１４４の内周面には、
環状凸部１５０に代えて環状凹部が設けられるとともに、装着部１６０には環状凹部１６
６に代えて環状凸部が設けられていてもよい。この場合であっても、装着部１６０をノズ
ル部１４４に対して係止することがきる。また、キャップ本体１５２が第２の位置にある
ときに、装着部１６０はノズル部１４４内に嵌入されていなくてもよい。この場合、例え
ば、装着部１６０の基端部の外径をノズル部１４４の薬剤吐出口１４４ａの内径よりも大
きくしてもよい。これにより、シリンジ本体１４から取り外されたキャップ１０Ｃをシリ
ンジ本体１４に再装着しようとする際に、装着部１６０の基端部がノズル部の薬剤吐出口
１４４ａに挿入されず、キャップ１０Ｃのシリンジ本体１４への再装着が防止される。
【０２２４】
（第４実施形態）
　次に、本発明の第４実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｄについて説明する。な
お、第４実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｄにおいて、上述した第１実施形態に
係るプレフィルドシリンジ１２Ａと同一の構成要素には同一の参照符号を付し、詳細な説
明は省略する。また、本実施形態において、第１実施形態に係るプレフィルドシリンジ１
２Ａと同様の構成については同様の作用効果を奏する。
【０２２５】
　図１９に示すように、プレフィルドシリンジ１２Ｄは、シリンジ本体２００と、シリン
ジ本体２００に着脱可能なキャップ１０Ｄとを備える。シリンジ本体２００は、シリンジ
外筒２０２と、ガスケット２０と、押子２２とを有する。本実施形態では、シリンジ外筒
２０２及びキャップ１０Ｄによりシリンジ組立体２４Ｄが構成され、そのシリンジ組立体
２４Ｄのシリンジ外筒２０２内に薬剤Ｍを充填した状態で押子２２が接続されたガスケッ
ト２０を挿入することによってプレフィルドシリンジ１２Ｄが組み立てられる。
【０２２６】
　シリンジ外筒２０２は、軸方向に延在する円筒状の胴体部２６と、胴体部２６の先端部
から先端方向に突出するノズル部２０４と、ノズル部２０４の外周側に設けられたシリン
ジ側接続部２０５と、胴体部２６の基端部に設けられたフランジ部３０とを有する。胴体
部２６、ノズル部２０４、シリンジ側接続部２０５及びフランジ部３０は、一体的に形成
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されている。
【０２２７】
　図２０に示すように、ノズル部２０４は、胴体部２６の内腔に連通する薬剤吐出口２０
４ａを形成する円管状部材であって、ルアーコネクタとして構成されている。シリンジ側
接続部２０５は、ノズル部２０４と同心状に胴体部２６の先端部から先端側に突出し、内
周面に雌ねじ部２０７が形成されたロックアダプタである。シリンジ側接続部２０５には
、キャップ１０Ｄ及び図示しない注射針等が着脱可能である。
【０２２８】
　シリンジ外筒２０２の構成材料は、上述した第１実施形態のシリンジ外筒１８の構成材
料と同様のものが挙げられる。
【０２２９】
　図２０及び図２１に示すように、キャップ１０Ｄは、未開封状態で薬剤吐出口２０４ａ
を塞ぐキャップ本体２０６と、キャップ本体２０６を覆うキャップカバー２０８と、キャ
ップカバー２０８の先端側に設けられた先端カバー部材２１０とを備える。
【０２３０】
　キャップ本体２０６の構成材料としては、上述したキャップ本体３８と同様の材料が挙
げられる。
【０２３１】
　キャップ本体２０６は、大径部２１２と、大径部２１２の基端側の面から突出した装着
筒部２１４（装着部）と、大径部２１２の先端側の面に設けられたテーパ部２１６と、テ
ーパ部２１６から先端方向に突出した先端突出部２１８とを有する。
【０２３２】
　大径部２１２は、キャップ本体２０６の最大外径となる部分であって、装着筒部２１４
よりも径方向外方に延出している。装着筒部２１４は、キャップ１０Ｄの未開封状態でノ
ズル部２０４の外周部に外嵌（嵌合）する円管状部材であって、その突出長は、ノズル部
２０４の軸方向の長さよりも短い。
【０２３３】
　装着筒部２１４は、装着筒部２１４の先端部に位置して薬剤吐出口２０４ａを液密に封
止可能な封止部２２０と、封止部２２０から隆起した隆起部２２２とを有する。封止部２
２０は、ノズル部２０４の先端部、具体的には、ノズル部２０４の先端面又はノズル部２
０４の先端部の側周面に当接することで、薬剤吐出口２０４ａを封止する。なお、薬剤吐
出口２０４ａを液密に封止するとは、薬剤Ｍがキャップ本体２０６の外部に漏れないこと
を指す。このため、封止部２２０がノズル部２０４の先端部の側周面とのみ当接している
場合であっても、封止部２２０は薬剤吐出口２０４ａを液密に封止している。装着筒部２
１４の内腔は、大径部２１２の基端部まで延びている。装着筒部２１４の内周面の基端部
には、ノズル部２０４の先端部に当接可能な環状の当接凸部２２４（当接部）が設けられ
ている。キャップ本体２０６がノズル部２０４に装着された装着状態（未開封状態）では
、当接凸部２２４は、ノズル部２０４とキャップカバー２０８を構成する後述する筒状接
続部２３０とに挟まれて圧縮変形されている。
【０２３４】
　テーパ部２１６の外周面は、大径部２１２から先端突出部２１８に向かってテーパ状に
縮径している。テーパ部２１６の外周面には、キャップ本体２０６の軸線方向に沿って延
在した複数の肉抜き部２２６が周方向に等間隔に形成されている（図２１参照）。換言す
れば、テーパ部２１６には、キャップ本体２０６の軸線方向に沿って延在した複数のリブ
２２８が周方向に等間隔に形成されている。
【０２３５】
　先端突出部２１８は、円柱状に構成されており、装着筒部２１４の外径よりも小さい外
径を有している。先端突出部２１８は、例えば、赤色等のユーザが比較的認識し易い色に
着色されていてもよい。先端突出部２１８への着色は、先端突出部２１８の外表面に塗料
を塗布してもよいし、予め着色されたゴム又は合成樹脂によってキャップ本体２０６を構
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成してもよい。後述するように、先端突出部２１８は、視認部として機能する。
【０２３６】
　キャップカバー２０８は、円筒状に構成されており、透明性を有しない樹脂材料（実質
的に不透明な樹脂材料）により構成されている。ただし、キャップカバー２０８は、透明
性を有する材料により構成されていてもよい。キャップカバー２０８は、その基端部に位
置して螺合によりシリンジ側接続部２０５に着脱可能な筒状接続部２３０と、筒状接続部
２３０の先端から先端方向に延びる筒本体部２３２と、筒本体部２３２の先端に設けられ
てキャップ本体２０６をキャップカバー２０８から露出させるための開口部２３２ａとを
有する。
【０２３７】
　筒本体部２３２の軸線方向に沿った長さは、大径部２１２の基端側の面から先端突出部
２１８の突出端面（先端面）までの長さ寸法よりも長く、キャップ本体２０６の全長より
も短い。すなわち、筒本体部２３２の軸線方向に沿った長さは、装着筒部２１４がノズル
部２０４に装着された状態（未開封状態）でキャップ本体２０６がキャップカバー２０８
の開口部２３２ａから突出（露出）せず、装着筒部２１４がノズル部２０４に装着されて
いない状態でキャップ本体２０６の先端突出部２１８がキャップカバー２０８の開口部２
３２ａから突出（露出）するような長さに設定されている。筒本体部２３２の内径は、大
径部２１２の外径よりも若干大きい。
【０２３８】
　筒本体部２３２の外径は、ユーザが手指によって摘み易い大きさに形成されている。筒
本体部２３２の外周面には、ユーザの手指の滑り止めとして機能する滑り止め部２３４が
形成されている。滑り止め部２３４は、筒本体部２３２の軸線方向に沿って延在した凸部
が筒本体部２３２の周方向に複数設けられることによって構成されている。筒本体部２３
２の内周面の先端部には、先端カバー部材２１０を係止するための円環状の係止溝２３６
が形成されている。筒本体部２３２の基端には、シリンジ側接続部２０５の先端に当接可
能な挿入規制部２３８が設けられている。
【０２３９】
　筒状接続部２３０は、キャップカバー２０８と同心状に設けられた円筒部材であって、
外周面に雌ねじ部２０７に螺合可能な雄ねじ部２４０が形成されている。筒状接続部２３
０の内径は、キャップカバー２０８の内径及び大径部２１２の外径よりも小さい。すなわ
ち、キャップカバー２０８と筒状接続部２３０の境界には、大径部２１２の基端側の面の
うち装着筒部２１４よりも外側の基端段差面２４２に接触可能な係合段差面２４４が形成
されている（図２０参照）。
【０２４０】
　先端カバー部材２１０は、縦断面が略Ｕ字状に形成されており、キャップカバー２０８
とともに、キャップ１０Ｄを操作するユーザがキャップ本体２０６に触れることができな
いように、キャップ本体２０６を覆うものである。すなわち、先端カバー部材２１０は、
接触阻止機能を有する。また、先端カバー部材２１０は、キャップ本体２０６がキャップ
カバー２０８の開口部２３２ａから離脱することを阻止する離脱阻止部としての機能も有
する。先端カバー部材２１０は、キャップカバー２０８の開口部２３２ａから先端側に突
出するようにキャップカバー２０８の先端部に基端部が嵌合された環状部２４６と、環状
部２４６の先端部に設けられた先端壁２４８とを有する。
【０２４１】
　環状部２４６は、先端側の環状周壁部２５０と、環状周壁部２５０から基端方向へ延び
る筒状の係合延出部２５２とからなる。環状部２４６の内径は、その先端から基端まで一
定であり、先端突出部２１８の外径よりも大きい。係合延出部２５２の外周面には、キャ
ップカバー２０８の係止溝２３６に装着可能な係止爪２５４が周方向に等間隔に複数設け
られている。環状周壁部２５０の基端部の外周面には、キャップカバー２０８の先端面に
接触する位置決め突起２５６が設けられている。
【０２４２】



(40) JP 6889725 B2 2021.6.18

10

20

30

40

50

　先端カバー部材２１０は、透明性を有する樹脂材料で一体的に成形されている。キャッ
プカバー２０８が透明性を有する樹脂材料で構成されている場合、先端カバー部材２１０
の透明度は、キャップカバー２０８の透明度よりも高く設定される。これにより、ユーザ
は、キャップ１０Ｄの外側から先端カバー部材２１０の内部をキャップカバー２０８の内
部よりも鮮明に視認することができる。本実施形態では、先端カバー部材２１０は無色で
あるが、着色されていても構わない。
【０２４３】
　本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｄは、基本的には以上のように構成される
ものであり、次に、プレフィルドシリンジ１２Ｄの製造時におけるシリンジ外筒２０２に
対するキャップ１０Ｄの取付手順について説明する。
【０２４４】
　まず、図２２Ａに示すように、シリンジ外筒２０２のノズル部２０４にキャップ本体２
０６の装着筒部２１４を外嵌する。この際、ノズル部２０４の先端部をキャップ本体２０
６の封止部２２０に当接させる。
【０２４５】
　続いて、先端カバー部材２１０の係止爪２５４をキャップカバー２０８の係止溝２３６
に嵌め込むことにより、先端カバー部材２１０をキャップカバー２０８に対して装着する
。なお、先端カバー部材２１０のキャップカバー２０８への装着は、筒状接続部２３０の
シリンジ側接続部２０５への装着が完了した後で行ってもよい。
【０２４６】
　その後、筒状接続部２３０の基端側から先端突出部２１８を挿入し、筒状接続部２３０
の基端部をテーパ部２１６の外面（リブ２２８の外面）に接触させる（図２２Ｂ参照）。
そして、筒状接続部２３０とシリンジ外筒２０２とを互いに近接させることにより、テー
パ部２１６及び大径部２１２を弾性変形させながら筒状接続部２３０の内腔に通す。続い
て、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４０をシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７に螺
合させることにより、キャップ１０Ｄがシリンジ外筒２０２に対して装着される。これに
より、シリンジ外筒２０２とキャップ１０Ｄとを備えたシリンジ組立体２４Ｄが構成され
る（図２５参照）。なお、キャップ１０Ｄのシリンジ外筒２０２への装着が完了した状態
で、大径部２１２はキャップカバー２０８内に位置している（図２０参照）。
【０２４７】
　また、キャップ本体２０６は、先端突出部２１８がキャップカバー２０８の開口部２３
２ａよりも基端側にある第１の位置に位置している。このとき、先端突出部２１８は、筒
本体部２３２内に位置している。このため、視認部である先端突出部２１８の外周部は、
不透明なキャップカバー２０８に覆われ、外部から視認できない。
【０２４８】
　このように構成されたシリンジ組立体２４Ｄのシリンジ外筒２０２内に薬剤Ｍを充填し
、ガスケット２０及び押子２２を装着することにより、プレフィルドシリンジ１２Ｄが構
成される。
【０２４９】
　次に、未開封状態のキャップ１０Ｄの開封操作と、開封済みのキャップ１０Ｄをシリン
ジ外筒２０２に再装着するリキャップ操作について説明する。
【０２５０】
　キャップ１０Ｄを開封する場合、ユーザは、キャップカバー２０８を手指で摘み、筒状
接続部２３０の雄ねじ部２４０のシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７に対する螺合
（締め付け）が緩む方向に回転させる。そして、雄ねじ部２４０と雌ねじ部２０７の螺合
が解除された状態でキャップカバー２０８をシリンジ外筒２０２から引き抜く。そうする
と、図２３に示すように、筒状接続部２３０の係合段差面２４４が大径部２１２の基端段
差面２４２に接触し、キャップ本体２０６が筒状接続部２３０によって先端方向に押され
、装着筒部２１４がノズル部２０４から離脱される。これにより、キャップ１０Ｄが開封
されるに至る。
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【０２５１】
　開封済みのキャップ１０Ｄをシリンジ外筒２０２にリキャップする場合、シリンジ外筒
２０２のノズル部２０４の先端部を筒状接続部２３０の基端側の開口部から筒状接続部２
３０内に挿入する。そうすると、図２４Ａに示すように、ノズル部２０４の先端部がキャ
ップ本体２０６の当接凸部２２４に接触する。
【０２５２】
　続いて、キャップカバー２０８とシリンジ外筒２０２とを互いに近接させると、キャッ
プ本体２０６の当接凸部２２４とノズル部２０４の先端部との当接により、第１の位置に
あるキャップ本体２０６は、ノズル部２０４に押されてキャップカバー２０８に対して先
端方向に変位し、先端突出部２１８がキャップカバー２０８の先端側の開口部２３２ａか
ら先端側に突出する。そして、図２４Ｂに示すように、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４
０をシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７に螺合させることにより、開封済みのキャ
ップ１０Ｄがシリンジ外筒２０２に対してリキャップ（再装着）される。このとき、キャ
ップ本体２０６は、先端突出部２１８が環状周壁部２５０と先端壁２４８とから形成され
る受容空間２５８に受容された第２の位置に位置する。このため、視認部である先端突出
部２１８の外周部は、透明な先端カバー部材２１０を介して、外部から視認可能となる。
また、キャップ本体２０６の先端突出部２１８の突出端面（先端面）は、先端壁２４８に
接触し、装着筒部２１４はノズル部２０４の外周部に嵌合していない。
【０２５３】
　本実施形態によれば、シリンジ外筒２０２から取り外されたキャップ１０Ｄの雄ねじ部
２４０をシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７に螺合する際に、キャップ本体２０６
が第１の位置から第２の位置まで変位し、キャップ本体２０６の視認部である先端突出部
２１８の外周部の見え方が変化する。具体的には、視認できなかった先端突出部２１８の
外周部が、キャップ本体２０６の変位により、視認可能となる。これにより、ユーザは、
キャップ１０Ｄの未開封状態と、一度シリンジ外筒２０２から取り外されたキャップ１０
Ｄがキャップカバー２０８の雄ねじ部２４０とロックアダプタであるシリンジ側接続部２
０５の雌ねじ部２０７との螺合によりシリンジ外筒２０２に再装着されたリキャップ状態
とを容易且つ確実に判別することができる。
【０２５４】
　また、キャップカバー２０８は、実質的に不透明であり、先端カバー部材２１０が透明
である。そのため、キャップ本体２０６の先端突出部２１８は、第１の位置で見えず第２
の位置で見えるようになる。従って、視認部である先端突出部２１８の見え方の変化が明
確になり、キャップ１０Ｄの未開封状態とリキャップ状態とを一層容易に判別することが
できる。
【０２５５】
　さらに、キャップ本体２０６が第２の位置にあるとき、キャップカバー２０８及び先端
カバー部材２１０は、キャップ１０Ｄを操作するユーザがキャップ本体２０６に触れるこ
とができないように、キャップ本体２０６を覆っている。そのため、リキャップ状態にお
いて、ユーザが第２の位置にあるキャップ本体２０６を誤って第１の位置に戻してしまう
ことを防止することができる。
【０２５６】
　さらにまた、先端カバー部材２１０の先端が先端壁２４８により閉塞されているため、
リキャップ状態において、ユーザが第２の位置にあるキャップ本体２０６を誤って第１の
位置に戻してしまうことをより確実に防止することができる。
【０２５７】
　本実施形態では、係合延出部２５２がキャップカバー２０８の内周面に係合することに
より、先端カバー部材２１０がキャップカバー２０８に装着されている。具体的には、先
端カバー部材２１０の係止爪２５４がキャップカバー２０８の係止溝２３６に嵌まるため
、ユーザが誤って先端カバー部材２１０を外してしまうことを防止することができる。
【０２５８】
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　また、先端カバー部材２１０の位置決め突起２５６がキャップカバー２０８の先端に当
接することにより、先端カバー部材２１０のキャップカバー２０８に対する基端方向への
移動が防止されている。これにより、先端カバー部材２１０がキャップカバー２０８に対
して基端方向へ移動せず、キャップカバー２０８の開口部２３２ａから突出する視認部で
ある先端突出部２１８を受容する受容空間２５８を確実に形成することができる。
【０２５９】
　さらに、先端突出部２１８がキャップ本体２０６の先端に設けられているため、キャッ
プ本体２０６がキャップカバー２０８の開口部２３２ａから突出しているか否かで、ユー
ザは、キャップ１０Ｄの未開封状態とリキャップ状態とを判別することができる。
【０２６０】
　本実施形態では、当接凸部２２４は、装着筒部２１４の内周面の基端部に内側に向かっ
て突出している。これにより、当接部である当接凸部２２４が確実にノズル部２０４の先
端部に当接するため、キャップ本体２０６を第１の位置から第２の位置まで確実に変位さ
せることができる。
【０２６１】
　また、当接凸部２２４は、装着筒部２１４の基端部の内周面に環状に設けられているた
め、当接凸部２２４をより確実にノズル部２０４の先端部に当接させることができる。
【０２６２】
　さらに、キャップ１０Ｄがシリンジ外筒２０２に装着され、且つ、キャップ本体２０６
が第１の位置に位置する状態で、当接凸部２２４は、ノズル部２０４と筒状接続部２３０
とに挟まれて圧縮されている。これにより、キャップ本体２０６がノズル部２０４から外
れ難くなるため、封止部２２０による薬剤吐出口２０４ａの封止状態を確実に維持するこ
とができる。
【０２６３】
　本実施形態では、筒本体部２３２は、筒状接続部２３０との境界に係合部として機能す
る係合段差面２４４を有し、大径部２１２は、装着筒部２１４との境界に基端段差面２４
２を有し、係合段差面２４４は、基端段差面２４２に係合する。これにより、キャップ本
体２０６のキャップカバー２０８に対する基端方向への離脱を確実に防止することができ
る。
【０２６４】
　また、キャップ本体２０６は、大径部２１２の先端から先端方向に延びて先端に向かっ
て外径が小さくなるテーパ部２１６を有している。これにより、キャップ１０Ｄの組立時
にキャップ本体２０６をキャップカバー２０８の基端方向から挿入し易くなる。
【０２６５】
　さらに、キャップカバー２０８は、筒本体部２３２の基端に、シリンジ側接続部２０５
の先端に当接可能な挿入規制部２３８を有し、挿入規制部２３８は、シリンジ側接続部２
０５に当接することで、筒状接続部２３０のシリンジ側接続部２０５とノズル部２０４と
の間への挿入長が規制されている。これにより、筒状接続部２３０が過剰に挿入されるこ
とが防止され、その結果、ノズル部２０４を封止した状態のキャップ本体２０６がキャッ
プカバー２０８に対して相対的に変位して、先端突出部２１８が開口部２３２ａから突出
することを防止することができる。
【０２６６】
　本実施形態では、環状部２４６の内径は、その先端から基端まで一定であり、且つ、キ
ャップ本体２０６の先端突出部２１８（先端部）の外径よりも大きく、キャップ本体２０
６が第１の位置にあるときに、キャップ本体２０６の少なくとも先端が環状部２４６内に
位置している。そのため、キャップ本体２０６が第１の位置から第２の位置に変位する際
に、先端カバー部材２１０の内周面に引っ掛かって第２の位置まで変位できないことを防
止することができる。
【０２６７】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、シリンジ外筒２０２に対するキ
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ャップ１０Ｄの取付手順も、上述した手順に限定されず、例えば、以下の取付手順でもよ
い。まず、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４０をシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０
７に螺合させることにより、キャップカバー２０８のみをシリンジ外筒２０２に対して装
着する。続いて、キャップ本体２０６をキャップカバー２０８の開口部２３２ａからキャ
ップカバー２０８内に挿入し、シリンジ外筒２０２のノズル部２０４にキャップ本体２０
６の装着筒部２１４を外嵌する。その後、先端カバー部材２１０の係止爪２５４をキャッ
プカバー２０８の係止溝２３６に嵌め込むことにより、先端カバー部材２１０をキャップ
カバー２０８に対して装着する。これにより、キャップ１０Ｄがシリンジ外筒２０２に対
して装着され、シリンジ外筒２０２とキャップ１０Ｄとを備えたシリンジ組立体２４Ｄが
構成される（図２５参照）。
【０２６８】
（第５実施形態）
　次に、本発明の第５実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｅについて説明する。な
お、第５実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｅにおいて、上述した第４実施形態に
係るプレフィルドシリンジ１２Ｄと同一の構成要素には同一の参照符号を付し、詳細な説
明は省略する。また、本実施形態において、第４実施形態に係るプレフィルドシリンジ１
２Ｄと同様の構成については同様の作用効果を奏する。後述する第６～第１１実施形態に
ついても同様である。
【０２６９】
　図２６に示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｅのシリンジ組立体
２４Ｅは、キャップ１０Ｄに代えてキャップ１０Ｅを備える。キャップ１０Ｅは、キャッ
プ本体２０６の大径部２１２の基端段差面２４２の一部から筒状接続部２３０側に突出し
た基端突起２７０（傾斜促進部）を有する。基端突起２７０は、円柱状のピンとして構成
されている。
【０２７０】
　このような構成によれば、図２７Ａに示すように、開封済みのキャップ１０Ｅをシリン
ジ外筒２０２にリキャップする際に、基端突起２７０の基端面が筒状接続部２３０の係合
段差面２４４に接触し、キャップ本体２０６の軸線Ａｘ１が筒状接続部２３０の軸線（ノ
ズル部２０４の軸線Ａｘ２）に対して傾斜する。これにより、装着筒部２１４の基端面又
は当接凸部２２４がノズル部２０４の先端面に接触する。そのため、図２７Ｂに示すよう
に、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４０のシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７への
螺合が完了した状態（リキャップ状態）で、装着筒部２１４がノズル部２０４に外嵌され
ることを効果的に抑えることができる。なお、第４実施形態と同様に、視認部である先端
突出部２１８の外周部が、キャップ１０Ｅの未開封状態では視認できず、リキャップ状態
で視認可能となる。これにより、ユーザは、キャップ１０Ｅの未開封状態とリキャップ状
態とを容易且つ確実に判別することができる。
【０２７１】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、キャップ本体２０６は、当接凸
部２２４が設けられていなくてもよい。この場合、キャップ１０Ｅをシリンジ外筒２０２
に再装着する際に、キャップ本体２０６の軸線Ａｘ１がノズル部２０４の軸線Ａｘ２に対
して傾斜した状態でキャップ本体２０６の基端がノズル部２０４の先端に押圧されて先端
側に変位するように構成される。すなわち、装着筒部２１４の基端が当接部として機能す
る。後述する第６実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｆにおいても同様である。
【０２７２】
（第６実施形態）
　次に、本発明の第６実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｆについて説明する。図
２８に示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｆのシリンジ組立体２４
Ｆは、キャップ１０Ｄに代えてキャップ１０Ｆを備える。キャップ１０Ｆは、筒状接続部
２３０の係合段差面２４４の一部から先端方向に突出した先端突起２７２（傾斜促進部）
を有する。先端突起２７２は、円柱状のピンとして構成されている。
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【０２７３】
　このような構成によれば、図２９Ａに示すように、開封済みのキャップ１０Ｆをシリン
ジ外筒２０２にリキャップする際に、先端突起２７２の先端面が大径部２１２の基端段差
面２４２に接触し、キャップ本体２０６の軸線Ａｘ１が筒状接続部２３０の軸線（ノズル
部２０４の軸線Ａｘ２）に対して傾斜する。これにより、装着筒部２１４の基端面又は当
接凸部２２４がノズル部２０４の先端面に確実に接触する。そのため、図２９Ｂに示すよ
うに、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４０のシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０７へ
の螺合が完了した状態（リキャップ状態）で、装着筒部２１４がノズル部２０４に外嵌さ
れることを効果的に抑えることができる。なお、第４実施形態と同様に、視認部である先
端突出部２１８の外周部が、キャップ１０Ｆの未開封状態では視認できず、リキャップ状
態で視認可能となる。これにより、ユーザは、キャップ１０Ｆの未開封状態とリキャップ
状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【０２７４】
（第７実施形態）
　次に、本発明の第７実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｇについて説明する。図
３０及び図３１Ａに示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｇのシリン
ジ組立体２４Ｇは、キャップ１０Ｄに代えてキャップ１０Ｇを備える。キャップ１０Ｇは
、キャップ本体２８２、第４実施形態と同一のキャップカバー２０８、及び先端カバー部
材２８４を有する。
【０２７５】
　キャップ本体２８２は、先端突出部２１８に代えて変形容易部２８６を有している。変
形容易部２８６は、長方形の板状であって、キャップ本体２８２の当接凸部２２４がノズ
ル部２０４の先端部に押圧される力よりも弱い力で軸方向に押圧された際に弾性変形する
ように構成されている。換言すれば、変形容易部２８６の厚さは、キャップ本体２８２の
当接凸部２２４がノズル部２０４の先端部に押圧される力よりも弱い力で軸方向に押圧さ
れた際に、変形容易部２８６の厚み方向（押圧方向と直交する方向）に撓むような寸法に
設定されている。後述するように、変形容易部２８６は、視認部として機能する。
【０２７６】
　本実施形態において、キャップ本体２８２は、同一材料によって一体的に形成されてい
るが、変形容易部２８６をキャップ本体２８２の他の部位（変形容易部２８６以外の部位
）の構成材料よりも軟質な材料で構成してもよい。この場合、変形容易部２８６をより弾
性変形し易くすることができる。
【０２７７】
　変形容易部２８６の形状は、長方形の板状に限定されない。例えば、変形容易部２８６
は、突出方向に向かって幅狭に形成された略三角形又は略台形状の板状であってもよい。
また、変形容易部２８６は、柱状又は管状（中空状）に構成されていてもよい。さらに、
変形容易部２８６は、第４実施形態の先端突出部２１８の一部が板状に形成されることに
より構成されていてもよい。
【０２７８】
　先端カバー部材２８４は、キャップカバー２０８の先端部に嵌入された環状部２８８と
、環状部２８８から径方向外方に延出してキャップカバー２０８の先端面に当接する位置
決め突起２９０とを有する。すなわち、先端カバー部材２８４には、貫通孔２９２が形成
されている。環状部２８８の外面の基端部には、キャップカバー２０８の係止溝２３６に
装着可能な係止爪２９４が周方向に等間隔に複数設けられている。環状部２８８の軸線方
向の中間部は、環状部２８８の先端部に向かって徐々に縮径している。
【０２７９】
　環状部２８８の先端部の内径は、貫通孔２９２の最小孔径となる部分であって、変形容
易部２８６の幅寸法よりも大きく且つ大径部２１２の外径よりも小さい。このように、環
状部２８８の先端部の内径を比較的小さくすることによって、貫通孔２９２を介してキャ
ップカバー２０８内のキャップ本体２８２のテーパ部２１６を操作することが困難になる
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。また、貫通孔２９２の内径は、大径部２１２の外径よりも小さい。このため、先端カバ
ー部材２８４は、上述した先端カバー部材２１０と同様に、キャップ本体２８２がキャッ
プカバー２０８の開口部２３２ａから離脱することを阻止する離脱阻止部としての機能を
有する。位置決め突起２９０は、環状部２８８の先端部に設けられている。先端カバー部
材２８４は、上述した先端カバー部材２１０と同様の材料で構成することが可能であるが
、透明性を有しない材料で構成してもよい。なお、先端カバー部材２８４は、上述した先
端カバー部材２１０と異なり、第２の位置にあるキャップ本体２８２の先端部を覆っては
いない。すなわち、先端カバー部材２８４は、接触阻止機能を有しない。
【０２８０】
　本実施形態によれば、図３１Ａに示すように、キャップ１０Ｇの未開封状態で変形容易
部２８６の全体がキャップカバー２０８に覆われている。すなわち、変形容易部２８６は
、キャップカバー２０８の先端側の開口部２３２ａから突出していない。一方、開封済み
のキャップ１０Ｇをシリンジ外筒２０２にリキャップする場合、キャップ本体２８２の当
接凸部２２４とノズル部２０４の先端部との当接により、第１の位置にあるキャップ本体
２８２は、ノズル部２０４に押されてキャップカバー２０８に対して先端方向へ変位し、
変形容易部２８６がキャップカバー２０８の先端側の開口部２３２ａから先端側に突出す
る。すなわち、図３１Ｂに示すように、リキャップ状態で視認部である変形容易部２８６
が先端カバー部材２８４の貫通孔２９２を挿通してキャップカバー２０８の外部に突出（
露出）する。このとき、ユーザは、変形容易部２８６を直接的に視認することができる。
すなわち、キャップ本体２８２が第１の位置から第２の位置に変位することにより、キャ
ップ本体２８２の変形容易部２８６の外周部の見え方が変化する。そのため、キャップ１
０Ｇの未開封状態とリキャップ状態とを一層容易に判別することができる。
【０２８１】
　また、リキャップ状態で、ユーザがキャップカバー２０８の外側から変形容易部２８６
をシリンジ外筒２０２側に向かって押圧した場合であっても、変形容易部２８６が厚さ方
向に撓む（弾性変形する）ため、キャップ本体２８２が第２の位置から第１の位置に戻る
ことを抑えることができる。これにより、リキャップ状態において、装着筒部２１４がノ
ズル部２０４に外嵌されることを抑えることができる。また、貫通孔２９２の孔径が大径
部２１２の外径より小さいため、貫通孔２９２を介してキャップカバー２０８内のキャッ
プ本体２８２のテーパ部２１６を操作してキャップ本体２８２を第２の位置から第１の位
置に戻すことが困難となる。これにより、装着筒部２１４がノズル部２０４に外嵌される
ことを抑えることができる。
【０２８２】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、キャップ１０Ｇは、第４実施形
態のキャップ本体２０６を有していてもよい。この場合であっても、リキャップ状態でキ
ャップ本体２０６の先端突出部２１８を直接的に視認することができる。また、キャップ
１０Ｇは、上述した第５実施形態の基端突起２７０又は第６実施形態の先端突起２７２を
有していてもよい。すなわち、キャップ１０Ｇは、傾斜促進部を有していてもよい。
【０２８３】
（第８実施形態）
　次に、本発明の第８実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｈについて説明する。図
３２及び図３３Ａに示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｈのシリン
ジ組立体２４Ｈは、キャップ１０Ｄに代えてキャップ１０Ｈを備える。キャップ１０Ｈは
、キャップ本体３０２、第４実施形態と同一のキャップカバー２０８、及び先端カバー部
材３０４を有する。
【０２８４】
　キャップ本体３０２の先端突出部３０６は、一定外径の基部３０８と、基部３０８より
も大径な突出端部３１０とを有する。基部３０８と突出端部３１０との境界部には、基端
方向に向いた環状の第１ストッパ面３１２が形成されている。第１ストッパ面３１２は、
キャップ本体３０２の外周面の一部を構成している。後述するように、先端突出部３０６
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は、視認部として機能する。
【０２８５】
　先端カバー部材３０４は、キャップカバー２０８の先端部に嵌入された環状部３１４と
、環状部３１４から径方向外方に延出してキャップカバー２０８の先端面に当接する位置
決め突起３１６とを有する。環状部３１４の基端部には、キャップカバー２０８の係止溝
２３６に装着可能な係止爪２５４が周方向に等間隔に複数設けられている。環状部３１４
の内径は、大径部２１２の外径よりも小さい。環状部３１４の内周面の基端部には、先端
突出部３０６に接触可能な複数（図３２では６つ）の変位規制部３１８が設けられている
。
【０２８６】
　複数の変位規制部３１８は、環状部３１４の周方向に等間隔（間欠的）に設けられてい
る。各変位規制部３１８は、環状部３１４の基端部から先端方向に向かって径方向内方に
傾斜するように環状部３１４の先端の手前まで延出し、弾性を有する弾性爪である。互い
に対向する２つの変位規制部３１８の先端同士の間隔（複数の変位規制部３１８の突出端
で形成される内径）は、変位規制部３１８が先端突出部３０６に接触していない状態で、
先端突出部３０６の突出端部３１０の外径よりも若干小さい。
【０２８７】
　各変位規制部３１８の先端部には、先端突出部３０６の第１ストッパ面３１２に接触可
能な第２ストッパ面３２０が形成されている。第２ストッパ面３２０は、筒状接続部２３
０とは反対方向（先端方向）に向いた平坦面である。弾性爪である各変位規制部３１８は
、その根元部が撓むことによって環状部３１４の径方向外方に拡径可能となっている。
【０２８８】
　位置決め突起３１６は、環状部３１４の先端部に設けられている。先端カバー部材３０
４は、上述した先端カバー部材２１０と同様の材料で構成することが可能であるが、透明
性を有しない材料で構成してもよい。このような先端カバー部材３０４には、先端突出部
３０６が挿通可能な貫通孔３２１が形成されている。貫通孔３２１の内径は、大径部２１
２の外径よりも小さい。このため、先端カバー部材３０４は、上述した先端カバー部材２
１０と同様に、キャップ本体３０２がキャップカバー２０８の開口部２３２ａから離脱す
ることを阻止する離脱阻止部としての機能を有する。なお、先端カバー部材３０４は、上
述した先端カバー部材２１０と異なり、第２の位置にあるキャップ本体３０２の先端部を
覆ってはいない。すなわち、先端カバー部材３０４は、接触阻止機能を有しない。
【０２８９】
　本実施形態によれば、図３３Ａに示すように、キャップ１０Ｈの未開封状態で先端突出
部３０６の全体がキャップカバー２０８に覆われている。換言すれば、キャップ１０Ｈの
先端がキャップカバー２０８の先端側の開口部２３２ａよりも基端側に位置している。す
なわち、先端突出部３０６は、キャップカバー２０８の開口部２３２ａから突出していな
い。一方、開封済みのキャップ１０Ｈをシリンジ外筒２０２にリキャップする場合、キャ
ップ本体３０２の当接凸部２２４とノズル部２０４の先端部との当接により、第１の位置
にあるキャップ本体３０２は、ノズル部２０４に押されてキャップカバー２０８に対して
先端方向へ変位し、先端突出部３０６がキャップカバー２０８の先端側の開口部２３２ａ
から先端側に突出する。すなわち、図３３Ｂに示すように、リキャップ状態で視認部であ
る先端突出部３０６が先端カバー部材３０４の貫通孔３２１を挿通してキャップカバー２
０８の外部に突出（露出）する。このとき、ユーザは、先端突出部３０６を直接的に視認
することができる。そのため、キャップ１０Ｈの未開封状態とリキャップ状態とを一層容
易に判別することができる。また、キャップ本体３０２の当接凸部２２４（当接部）がノ
ズル部２０４の先端部に押圧される力により、キャップ本体３０２は変位規制部３１８を
基端側から乗り越えることが可能である。これにより、リキャップ時に、キャップ本体３
０２が第１の位置から第２の位置まで確実に移動する。
【０２９０】
　また、リキャップ状態で、各変位規制部３１８の先端部は基部３０８の外周面に接触し
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ている。そのため、ユーザがキャップカバー２０８の外側から突出端部３１０をシリンジ
外筒２０２側に向かって押圧した場合であっても、第１ストッパ面３１２に第２ストッパ
面３２０が接触するため、キャップ本体３０２が第２の位置から第１の位置に戻ることを
抑えることができる。これにより、リキャップ状態において、装着筒部２１４がノズル部
２０４に外嵌されることを抑えることができる。
【０２９１】
　本実施形態によれば、先端突出部３０６が変位規制部３１８を乗り越える際に、変位規
制部３１８が先端突出部３０６により外側に弾性変形するため、先端突出部３０６が変位
規制部３１８を乗り越え易くなる。
【０２９２】
　さらに、変位規制部３１８が筒本体部２３２の周方向に沿って間欠的に複数設けられて
いるため、変位規制部３１８が弾性変形し易くなり、先端突出部３０６が変位規制部３１
８をより乗り越え易くなる。
【０２９３】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、キャップ１０Ｈは、第４実施形
態のキャップ本体２０６を有していてもよい。この場合であっても、リキャップ状態でキ
ャップ本体２０６の先端突出部２１８を直接的に視認することができる。また、キャップ
１０Ｈは、上述した第５実施形態の基端突起２７０又は第６実施形態の先端突起２７２を
有していてもよい。すなわち、キャップ１０Ｈは、傾斜促進部を有していてもよい。
【０２９４】
　また、変位規制部３１８は、弾性爪ではなく、単に先端カバー部材３０４の内周面から
突出した突起でもよい。この場合、突起は、第２の位置にあるキャップ本体３０２の第１
ストッパ面３１２（外周面）と係合してキャップ本体３０２の第２の位置から第１の位置
への変位を規制するとともに、キャップ本体３０２の当接凸部２２４（当接部）がノズル
部２０４の先端部に押圧される力により、キャップ本体３０２（先端突出部３０６）が突
起を基端側から乗り越えることが可能であるように構成されている。
【０２９５】
　さらに、キャップ本体３０２の第１ストッパ面３１２を省略してもよい。この場合、変
位規制部３１８は、第２の位置にあるキャップ本体３０２の外周面、例えば先端突出部３
０６の外周面に係合してキャップ本体３０２の第２の位置から第１の位置への変位を規制
する。
【０２９６】
　さらにまた、変位規制部３１８は、先端カバー部材３０４ではなく、キャップカバー２
０８の内周面から突出する突起として設けられていてもよい。この場合、先端カバー部材
３０４は省略可能である。
【０２９７】
（第９実施形態）
　次に、本発明の第９実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｉについて説明する。図
３４及び図３５Ａに示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｉのシリン
ジ組立体２４Ｉは、キャップ１０Ｉを備える。キャップ１０Ｉは、キャップ本体３３２、
キャップカバー３３４、及び第１実施形態と同様の先端カバー部材４２を有する。
【０２９８】
　キャップ本体３３２は、装着筒部２１４と、装着筒部２１４の先端から先端方向に延出
したテーパ部３３６と、テーパ部３３６の先端から先端方向に延出した小径中間部３３８
と、小径中間部３３８の先端に設けられた大径先端部３４０とを有する。後述するように
、大径先端部３４０は、視認部として機能する。
【０２９９】
　装着筒部２１４の当接凸部２２４の周方向の一部は、切欠き部３４２によって切り欠か
れている。切欠き部３４２は、装着筒部２１４の軸方向に沿った当接凸部２２４の全長に
亘って延在している。換言すれば、当接凸部２２４の周方向の一部は、径方向外方に窪ん
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でいる。
【０３００】
　テーパ部３３６の外周面は、装着筒部２１４の先端から小径中間部３３８の基端までテ
ーパ状に縮径している。小径中間部３３８は、その全長に亘って大径先端部３４０及び装
着筒部２１４の外径よりも小さな外径を有する。大径先端部３４０と小径中間部３３８と
の境界部には、基端方向に向いた基端段差面３４４が形成されている。大径先端部３４０
の外径は、ノズル部２０４の先端部の外径よりも大きく、環状部８０の内径よりも僅かに
小さい。
【０３０１】
　キャップカバー３３４は、円筒状に構成されており、透明性を有しない樹脂材料（実質
的に不透明な樹脂材料）により構成されている。ただし、キャップカバー３３４は、透明
性を有する材料により構成されていてもよい。キャップカバー３３４は、その基端部に位
置する筒状接続部２３０と、筒状接続部２３０の先端から先端方向に延びる筒本体部３４
６と、筒本体部３４６の先端に設けられた開口部３４６ａとを有する。
【０３０２】
　筒本体部３４６は、ユーザが手指によって摘み易い大きさに形成されている。筒本体部
３４６の外周面には、ユーザの手指の滑り止めとして機能する滑り止め部２３４が形成さ
れている。筒本体部３４６の内周面の先端部には、先端カバー部材４２を係止するための
円環状の係止溝２３６が形成されている。筒本体部３４６の基端には、シリンジ側接続部
２０５の先端に当接可能なように筒本体部３４６の外周面から径方向外方に突出した挿入
規制部３４８が設けられている。挿入規制部３４８は、シリンジ側接続部２０５の先端に
当接することで、筒状接続部２３０のシリンジ側接続部２０５とノズル部２０４との間へ
の挿入長を規制する。
【０３０３】
　キャップ１０Ｉの外径は、その全長に亘ってシリンジ側接続部２０５の外径以下である
。具体的には、筒本体部３４６の外径はシリンジ側接続部２０５の外径よりも小さく、挿
入規制部３４８の外径はシリンジ側接続部２０５の外径と同一である。
【０３０４】
　筒本体部３４６の内周面と筒状接続部２３０の内周面とは、互いに連続して１つの円周
面を形成している。筒本体部３４６の内周面のうち係止溝２３６よりも基端側には、先端
方向へ傾斜するように伸びて弾性を有する複数の係合爪部３５０（係合部、係合突起）が
設けられている。
【０３０５】
　複数の係合爪部３５０は、筒本体部３４６の周方向に沿って間欠的に設けられている。
具体的には、複数の係合爪部３５０は、筒本体部３４６の周方向に沿って等間隔に設けら
れている。すなわち、互いに対向する係合爪部３５０の間には、所定の隙間が形成されて
いる。各係合爪部３５０の突出端部３５２は、基端段差面３４４に接触可能なように先端
方向に向いている。各係合爪部３５０の突出端部３５２は、先端カバー部材４２よりも基
端方向に位置している。複数の係合爪部３５０の突出端（内端部）によって形成される中
央孔３５３の内径は、小径中間部３３８の外径よりも大きい。キャップカバー３３４の基
端から係合爪部３５０までの部分の内径は、大径先端部３４０の外径よりも大きい内径を
有している。
【０３０６】
　本実施形態では、キャップ本体３３２が第１の位置にある状態で、大径先端部３４０は
、キャップカバー３３４の開口部と係合爪部３５０との間に位置している。また、小径中
間部３３８の軸方向の長さは、キャップ本体３３２が第１の位置にあるときの大径先端部
３４０の基端段差面３４４からキャップカバー３３４の開口部までの距離よりも長い。な
お、本実施形態の先端カバー部材４２は、係止爪８８をキャップカバー３３４の係止溝２
３６に嵌め込むことにより、キャップカバー３３４に装着される。
【０３０７】
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　本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｉにおいて、キャップ１０Ｉを組み立てる
場合、まず、図３６Ａに示すように、シリンジ外筒２０２のノズル部２０４にキャップ本
体３３２の装着筒部２１４を外嵌する。この際、ノズル部２０４の先端部をキャップ本体
３３２の封止部２２０に当接させる。
【０３０８】
　続いて、先端カバー部材２１０が装着されたキャップカバー３３４の基端側から大径先
端部３４０を挿入し、大径先端部３４０を各係合爪部３５０に接触させる（図３６Ｂ）。
そして、筒本体部３４６とシリンジ外筒２０２とを互いに近接させることにより、各係合
爪部３５０を径方向外方に弾性変形させながら大径先端部３４０を各係合爪部３５０より
も先端方向に変位させる。その後、筒状接続部２３０の雄ねじ部２４０をシリンジ側接続
部２０５の雌ねじ部２０７に螺合させることにより、キャップ１０Ｉがシリンジ外筒２０
２に対して装着される。これにより、シリンジ外筒２０２とキャップ１０Ｉとを備えたシ
リンジ組立体２４Ｉが構成される。なお、先端カバー部材４２のキャップカバー３３４へ
の装着は、筒状接続部２３０のシリンジ側接続部２０５への装着が完了した後で行っても
よい。
【０３０９】
　キャップ１０Ｉのシリンジ外筒２０２への装着が完了した状態で、キャップ本体３３２
は、大径先端部３４０が係合爪部３５０よりも先端方向にある第１の位置に位置している
。このとき、大径先端部３４０の先端面は、係合延出部８６内に位置している。また、装
着筒部２１４の封止部２２０がノズル部２０４の薬剤吐出口２０４ａを封止するとともに
、装着筒部２１４の内周面が少なくとも当接凸部２２４の先端近傍において、ノズル部２
０４の外周面との間に一周連続した気密シールを形成している。これにより、ノズル部２
０４の当接凸部２２４より先端側に位置する部分の無菌性が確保される。ノズル部２０４
は先端に向かって外径が小さくなるテーパ形状である。このため、装着筒部２１４の封止
部２２０がノズル部２０４の薬剤吐出口２０４ａから所定距離離間し、且つ、当接凸部２
２４がノズル部２０４の外周面に当接した際に、装着筒部２１４の当接凸部２２４の先端
近傍の内周面がノズル部２０４の外周面から離間し、この気密シールが解除される。なお
、装着筒部２１４の内周面は、その先端から当接凸部２２４の先端近傍に亘って、ノズル
部２０４の外周面との間に一周連続した気密シールを形成してもよい。
【０３１０】
　このように構成されたシリンジ組立体２４Ｉのシリンジ外筒２０２内に薬剤Ｍを充填し
、ガスケット２０及び押子２２を装着することにより、プレフィルドシリンジ１２Ｉが構
成される。
【０３１１】
　本実施形態では、図３５Ａ及び図３５Ｂに示すように、視認部である大径先端部３４０
の外周部が、キャップ１０Ｉの未開封状態では視認できず、リキャップ状態で視認可能と
なる。これにより、ユーザは、キャップ１０Ｉの未開封状態とリキャップ状態とを容易且
つ確実に判別することができる。
【０３１２】
　本実施形態では、当接凸部２２４に切欠き部３４２が形成されているため、装着筒部２
１４の封止部２２０がノズル部２０４の薬剤吐出口２０４ａから所定距離離間した際に、
装着筒部２１４の当接凸部２２４よりも先端側の内部が、外部と連通する。これにより、
キャップ１０Ｉの開封途中で、装着筒部２１４内の陰圧が解除され、キャップ１０Ｉがシ
リンジ外筒２０２から外れる際に、ノズル部２０４内の薬剤Ｍがキャップ１０Ｉ内の陰圧
で引っ張られて飛散することを防止することができる。
【０３１３】
　本実施形態によれば、キャップ本体３３２をノズル部２０４に嵌めてから大径先端部３
４０をキャップカバー３３４の基端から挿入して係合爪部３５０を乗り越えさせることに
より、キャップ本体３３２が第１の位置に配置されるとともに、キャップ本体３３２のキ
ャップカバー３３４に対する基端方向への離脱が防止される。これにより、キャップ１０
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Ｉを容易に組み立てることができる。
【０３１４】
　また、キャップ１０Ｉの組立時に、大径先端部３４０が係合爪部３５０を乗り越える際
に、係合爪部３５０が大径先端部３４０により外側に弾性変形するため、大径先端部３４
０が係合爪部３５０を乗り越え易くなる。
【０３１５】
　さらに、係合爪部３５０が筒本体部３４６の周方向に沿って間欠的に複数設けられてい
るため、係合爪部３５０が弾性変形し易くなる。これにより、大径先端部３４０が係合爪
部３５０をより乗り越え易くなる。
【０３１６】
　本実施形態では、小径中間部３３８の外径が係合爪部３５０の内端部で形成される内径
よりも小さく、小径中間部３３８の軸方向長が、キャップ本体３３２が第１の位置にある
ときの大径先端部３４０の基端段差面３４４からキャップカバー３３４の開口部３４６ａ
までの距離よりも長い。そのため、キャップ本体３３２が第１の位置から第２の位置まで
変位する際に小径中間部３３８が係合爪部３５０に引っ掛かって変位が妨げられることを
防止することができる。
【０３１７】
　また、キャップ１０Ｉの外径は、シリンジ側接続部２０５の外径以下であるため、キャ
ップ１０Ｉの外周部がシリンジ側接続部２０５の外周部より外側に突出しない。よって、
キャップ１０Ｉを装着したシリンジ外筒２０２の搬送時に、キャップ１０Ｉがフィーダー
等に引っ掛かり難くすることができる。さらに、キャップ本体３３２の大径先端部３４０
がノズル部２０４の先端外径よりも大きいため、大径先端部３４０の見え方の変化を分か
り易くすることができる。
【０３１８】
　さらに、本実施形態のキャップ１０Ｉは、キャップカバー３３４の開口部３４６ａより
も先端側に、大径先端部３４０を受け入れる受容空間９２を形成する先端カバー部材４２
を備え、キャップカバー３３４が実質的に不透明であり、先端カバー部材４２が透明であ
り、先端カバー部材４２の内径は大径先端部３４０の外径よりも僅かに大きい。そのため
、先端カバー部材４２がキャップ本体３３２の第１の位置から第２の位置への変位を妨げ
ず、且つ、先端カバー部材４２を介した状態でも開口部３４６ａから突出した大径先端部
３４０が見え易くなる。
【０３１９】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、係合突起は、係合爪部３５０の
ように弾性を有する爪形状でなくてもよい。具体的には、係合突起は、単にキャップカバ
ー３３４の内周面から突出した突起でもよい。また、この突起は、環状に設けられていて
もよい。
【０３２０】
（第１０実施形態）
　次に、本発明の第１０実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｊについて説明する。
図３７Ａ及び図３７Ｂに示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｊのシ
リンジ組立体２４Ｊは、キャップ１０Ｊを備える。キャップ１０Ｊは、キャップ本体３６
０、第９実施形態と同一のキャップカバー３３４、及び第１実施形態と同一の先端カバー
部材４２を有する。
【０３２１】
　キャップ本体３６０は、本体部材としての第１の部材３６２と、キャップ本体３６０の
先端部を構成する第２の部材３６４とを含む。第１の部材３６２は、装着筒部２１４、テ
ーパ部３３６及び小径中間部３３８を備える。第１の部材３６２は、実質的に着色剤を含
まない材料で構成されている。このような材料としては、着色剤を含まないイソプレンゴ
ム、ブチルゴム、シリコーンゴム、熱可塑性エラストマー等が挙げられる。
【０３２２】
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　第２の部材３６４は、小径中間部３３８の先端面に形成された穴部３６６に嵌合される
接続部３６８と、接続部３６８の先端に設けられた大径先端部３４０とを備える。第２の
部材３６４は、着色剤を含む材料で構成されている。着色剤は、赤色等のユーザが比較的
認識し易い色を用いるのが好ましい。ただし、着色剤は、第１の部材３６２の色とは異な
る色であればどのような色であってもよい。第２の部材３６４は、第１の部材３６２より
も硬質であることが好ましい。このような材料としては、着色剤を含むポリプロピレン、
ポリカーボネート等の硬質プラスチックが挙げられる。
【０３２３】
　本実施形態では、図３７Ａ及び図３７Ｂに示すように、視認部である大径先端部３４０
の外周部が、キャップ１０Ｊの未開封状態では視認できず、リキャップ状態で視認可能と
なる。これにより、ユーザは、キャップ１０Ｊの未開封状態とリキャップ状態とを容易且
つ確実に判別することができる。
【０３２４】
　本実施形態によれば、薬剤Ｍが充填されたシリンジ外筒２０２にキャップ１０Ｊが装着
された際に、薬剤Ｍと接触する装着筒部２１４には着色剤が含まれていないため、薬剤Ｍ
への悪影響がなく、且つ、視認部として機能する大径先端部３４０は着色されているため
、キャップ１０Ｊの未開封状態とリキャップ状態とを容易に判別することができる。
【０３２５】
　本実施形態は、上述した構成に限定されない。例えば、キャップ本体３６０のテーパ部
３３６及び小径中間部３３８は、第２の部材３６４に設けられていてもよい。
【０３２６】
（第１１実施形態）
　次に、本発明の第１１実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｋについて説明する。
図３８及び図３９に示すように、本実施形態に係るプレフィルドシリンジ１２Ｋのシリン
ジ組立体２４Ｋは、キャップ１０Ｋを備える。キャップ１０Ｋは、キャップ本体３７０、
キャップカバー３７２及び先端カバー部材３７４を有する。
【０３２７】
　キャップ本体３７０の構成材料としては、上述したキャップ本体３８と同様の材料が挙
げられる。キャップ本体３７０は、装着筒部３７６（装着部）と、装着筒部３７６の先端
から先端方向に延出した先端延出部３７８とを含む。装着筒部３７６は、装着筒部３７６
の先端部に位置して薬剤吐出口２０４ａを液密に封止可能な封止部２２０と、封止部２２
０から隆起した隆起部２２２とを有する。封止部２２０は、ノズル部２０４の先端部、具
体的にはノズル部２０４の先端面又はノズル部２０４の先端部の側周面に当接することで
、薬剤吐出口２０４ａを封止する。なお、薬剤吐出口２０４ａを液密に封止するとは、薬
剤Ｍがキャップ本体３７０の外部に漏れないことを指す。このため、封止部２２０がノズ
ル部２０４の先端部の側周面とのみ当接している場合であっても、封止部２２０は薬剤吐
出口２０４ａを液密に封止している。
【０３２８】
　装着筒部３７６の内周面の基端部には、ノズル部２０４の先端部に当接可能な第４実施
形態と同様の当接凸部２２４（当接部）が設けられている。キャップ本体３７０がノズル
部２０４に装着された装着状態（未開封状態）において、当接凸部２２４は、圧縮変形し
た状態でノズル部２０４の外周面に接触している。
【０３２９】
　装着筒部３７６の外周面には、環状の膨出部３８６が設けられている。膨出部３８６は
、キャップ本体３７０の最大外径となる部分である。膨出部３８６は、キャップ本体３７
０の装着状態でノズル部２０４と筒状接続部３８８とに挟まれて圧縮変形されている。
【０３３０】
　先端延出部３７８は、視認部として機能するものであって、円柱状に構成されている。
先端延出部３７８は、例えば、赤色等のユーザが比較的認識し易い色に着色されていても
よい。先端延出部３７８への着色は、先端延出部３７８の外表面に塗料を塗布してもよい
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し、予め着色されたゴム又は合成樹脂によってキャップ本体３７０を構成してもよい。
【０３３１】
　キャップカバー３７２は、円筒状に構成されており、透明性を有しない樹脂材料（実質
的に不透明な樹脂材料）により構成されている。ただし、キャップカバー３７２は、透明
性を有する材料により構成されていてもよい。キャップカバー３７２は、その基端部に位
置して螺合によりシリンジ側に着脱可能な筒状接続部３８８と、筒状接続部３８８の先端
から先端方向に延びる筒本体部３９０と、筒本体部３９０の先端に設けられてキャップ本
体３７０をキャップカバー３７２から露出させるための開口部３９０ａとを有する。
【０３３２】
　筒状接続部３８８の内周面の基端部には、径方向内方に延びる複数の係合爪部３９２（
係合部、係合突起）が設けられている。複数の係合爪部３９２は、筒状接続部３８８の周
方向に沿って間欠的に設けられている。具体的には、複数の係合爪部３９２は、筒状接続
部３８８の周方向に沿って等間隔に設けられている。複数の係合爪部３９２の突出端（内
端部）によって形成される孔の内径は、キャップ本体３７０の装着筒部３７６の基端部の
外径よりも小さい。すなわち、各係合爪部３９２のうち先端方向を指向する面は、キャッ
プカバー３７２の軸線と直交する方向に延在した平坦面であって、キャップ本体３７０の
基端面に接触可能である。また、係合爪部３９２は、係合爪部３９２の基端側に、先端方
向内向きに傾斜した傾斜面を有している。これにより、キャップ本体３７０をキャップカ
バー３７２の基端からキャップカバー３７２内に挿入する際に、キャップ本体３７０が係
合爪部３９２を容易に乗り越えることができる。
【０３３３】
　筒本体部３９０の基端には、シリンジ側接続部２０５の先端に当接可能な挿入規制部３
９４が設けられている。挿入規制部３９４は、シリンジ側接続部２０５の先端に当接する
ことで、筒状接続部３８８のシリンジ側接続部２０５とノズル部２０４との間への挿入長
を規制する。筒状接続部３８８は、キャップカバー３７２と同心状に設けられた円筒部材
であって、外周面に雌ねじ部２０７に螺合可能な雄ねじ部２４０が形成されている。
【０３３４】
　筒本体部３９０は、ユーザが手指によって摘み易い大きさに形成されている。筒本体部
３９０の外周面の基端部には、環状凹部３９８が形成されている。環状凹部３９８の底面
には、２つの貫通孔４００が形成されている。２つの貫通孔４００は、互いに対向してい
る。
【０３３５】
　筒本体部３９０の外周面のうち環状凹部３９８よりも先端側には、ユーザの手指の滑り
止めとして機能する滑り止め部４０２が形成されている。滑り止め部４０２は、軸線方向
に延在したリブ４０４が周方向に等間隔に複数設けられることによって形成されている。
本実施形態では、リブ４０４は、筒本体部３９０の周方向に６つ設けられている。このよ
うに、リブ４０４の数を６つにすることによって、キャップカバー３７２の成形性（射出
成形の精度）が向上する。
【０３３６】
　筒本体部３９０の内周面のうち環状凹部３９８の先端側には、先端カバー部材３７４を
係止するための係止凸部４０６が径方向内方に向かって突出している。係止凸部４０６は
、互いに対向するように２つ設けられている。
【０３３７】
　先端カバー部材３７４は、縦断面が略Ｕ字状に形成されており、キャップカバー３７２
とともにキャップ１０Ｋを操作するユーザがキャップ本体３７０に触れることができない
ように、キャップ本体３７０を覆うものである。すなわち、先端カバー部材３７４は、接
触阻止機能を有する。先端カバー部材３７４は、キャップ本体３７０がキャップカバー３
７２の開口部３９０ａから離脱することを阻止する離脱阻止部としての機能も有する。
【０３３８】
　先端カバー部材３７４は、キャップカバー３７２に対して回転可能に装着されている。
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先端カバー部材３７４は、キャップカバー３７２の開口部３９０ａから先端側に突出する
ようにキャップカバー３７２の筒本体部３９０に基端部が嵌合された環状部４０８と、環
状部４０８の先端部に設けられた先端壁４１０とを有する。
【０３３９】
　環状部４０８は、先端側の環状周壁部４１２と、環状周壁部４１２から基端方向へ延び
る筒状の係合延出部４１４とからなる。環状部４０８の内径は、その先端から基端まで一
定であり、先端延出部３７８の外径よりも大きい。
【０３４０】
　係合延出部４１４の外径は、筒本体部３９０の内径よりも小さい。換言すれば、係合延
出部４１４の外周面と筒本体部３９０の内周面との間には隙間が形成されている。係合延
出部４１４の基端は、筒状接続部３８８の先端に接触している。
【０３４１】
　係合延出部４１４の外周面のうちキャップカバー３７２の環状凹部３９８に対応する部
位には、キャップカバー３７２の係止凸部４０６に接触する円環状の係止爪４１６が設け
られている。係止爪４１６の外径は、係止凸部４０６の離間間隔よりも大きい。
【０３４２】
　係合延出部４１４の外周面のうち係止凸部４０６よりも先端側には、筒本体部３９０の
内周面に接触する円環状の支持突起４１８と、キャップカバー３７２の先端面に接触する
円環状の位置決め突起４２０とが設けられている。支持突起４１８は、先端カバー部材３
７４のキャップカバー３７２に対するガタツキを抑制する。位置決め突起４２０は、位置
決め突起４２０の先端側に、基端方向外向きに傾斜した傾斜面を有している。これにより
、シリンジ組立体２４Ｋを搬送するための挿入筒等に挿入する際に、位置決め突起４２０
が挿入筒の開口部の縁に引っ掛かってしまうことを防止できる。つまり、位置決め突起４
２０は、横断面が三角形状に形成されている。
【０３４３】
　先端カバー部材３７４は、透明性を有する樹脂材料で一体的に成形されている。キャッ
プカバー３７２が透明性を有する樹脂材料で構成されている場合、先端カバー部材３７４
の透明度は、キャップカバー３７２の透明度よりも高く設定される。これにより、ユーザ
は、キャップ１０Ｋの外側から先端カバー部材３７４の内部をキャップカバー３７２の内
部よりも鮮明に視認することができる。本実施形態では、先端カバー部材３７４は無色で
あるが、着色されていても構わない。
【０３４４】
　このようなプレフィルドシリンジ１２Ｋでは、キャップ１０Ｋの未開封状態で、キャッ
プ本体３７０は、先端延出部３７８が筒本体部３９０の開口部３９０ａよりも基端側にあ
る第１の位置に位置している。具体的には、キャップ本体３７０の先端は、筒本体部３９
０の開口部３９０ａよりも基端方向且つ先端カバー部材３７４の係合延出部４１４内に位
置している。これにより、視認部である先端延出部３７８の外周部は、実質的に不透明な
筒本体部３９０に隠され、外部から視認できない。また、装着部である装着筒部３７６は
、ノズル部２０４に装着された状態となっており、装着筒部３７６の封止部２２０は、ノ
ズル部２０４の薬剤吐出口２０４ａを封止している。
【０３４５】
　キャップ１０Ｋをシリンジ本体２００から開封する場合、雄ねじ部２４０と雌ねじ部２
０７との螺合を解除した状態でキャップカバー３７２をシリンジ外筒２０２から引き抜く
。そうすると、図４０Ａに示すように、筒状接続部３８８の係合爪部３９２がキャップ本
体３７０の基端面に接触する。そして、キャップ本体３７０が筒状接続部３８８によって
先端方向に押され、装着筒部３７６がノズル部２０４から離脱される。これにより、キャ
ップ１０Ｋが開封されるに至る。
【０３４６】
　開封済みのキャップ１０Ｋをシリンジ外筒２０２にリキャップする場合、シリンジ外筒
２０２のノズル部２０４の先端部を筒状接続部３８８の基端側の開口部から筒状接続部３
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８８内に挿入する。そうすると、図４０Ｂに示すように、ノズル部２０４の先端部がキャ
ップ本体３７０の当接凸部２２４に接触する。
【０３４７】
　続いて、キャップカバー３７２とシリンジ外筒２０２とを互いに近接させると、キャッ
プ本体３７０の当接凸部２２４とノズル部２０４の先端部との当接により、第１の位置に
あるキャップ本体３７０は、ノズル部２０４に押されてキャップカバー３７２に対して先
端方向に変位し、先端延出部３７８がキャップカバー３７２の先端側の開口部３９０ａか
ら先端側に突出する。
【０３４８】
　そして、筒状接続部３８８の雄ねじ部２４０をシリンジ側接続部２０５の雌ねじ部２０
７に螺合させることにより、開封済みのキャップ１０Ｋがシリンジ外筒２０２に対してリ
キャップ（再装着）される。このとき、キャップ本体３７０は、先端延出部３７８が環状
周壁部４１２と先端壁４１０とから形成される受容空間４２２に受容された第２の位置に
位置する。このため、視認部である先端延出部３７８の外周部は、透明な先端カバー部材
３７４を介して、外部から視認可能となる。
【０３４９】
　プレフィルドシリンジ１２Ｋは、上述した構成に限定されない。キャップ１０Ｋは、係
合爪部３９２に代えて図４１Ａに示す係合爪部３９２ａを有していてもよい。この係合爪
部３９２ａは、筒本体部３９０から先端方向に向かって直線状に傾斜するように延びてい
る。キャップカバー３７２の基端から挿入されるキャップ本体３７０によって係合爪部３
９２ａが径方向外方に弾性変形させられるため、キャップ本体３７０をキャップカバー３
７２の基端からキャップカバー３７２内に容易に挿入することができる。
【０３５０】
　また、キャップ１０Ｋは、係合爪部３９２に代えて図４１Ｂに示す係合爪部３９２ｂを
有していてもよい。この係合爪部３９２ｂは、筒本体部３９０から先端方向に向かって曲
線状に延びている。係合爪部３９２ｂは、キャップカバー３７２の外面側に凸となるよう
に湾曲している。装着筒部３７６には、係合爪部３９２ｂが径方向外方に弾性変形可能な
ように孔４２４が形成されている。
【０３５１】
　図４１Ｃに示すように、先端カバー部材３７４の環状周壁部４１２の外周面には、環状
リブ４２６が設けられていてもよい。環状リブ４２６は、位置決め突起４２０の先端側に
隙間を空けて設けられている。環状リブ４２６は、位置決め突起４２０と同様の形状を有
する。環状リブ４２６は、環状リブ４２６の先端側に、基端方向外向きに傾斜した傾斜面
を有している。これにより、シリンジ組立体２４Ｋを搬送するための挿入筒等に挿入する
際に、環状リブ４２６が挿入筒の開口部の縁に引っ掛かってしまうことを防止できる。
【０３５２】
　また、図４１Ｄに示すように、先端カバー部材３７４は、位置決め突起本体４２８と、
位置決め突起本体４２８の先端に設けられた複数の傾斜リブ４３０とを有していてもよい
。位置決め突起本体４２８は、横断面が矩形状に形成されている。複数の傾斜リブ４３０
は、先端カバー部材３７４の周方向に等間隔に位置するように位置決め突起本体４２８の
先端面に設けられている。これらの位置決め突起本体４２８と複数の傾斜リブ４３０とか
ら、位置決め突起４２０と同様の位置決め突起が形成されている。そして、複数の傾斜リ
ブ４３０は、複数の傾斜リブ４３０の先端側に、基端方向外向きに傾斜した傾斜面を有し
ている。これにより、シリンジ組立体２４Ｋを搬送するための挿入筒等に挿入する際に、
位置決め突起本体４２８と複数の傾斜リブ４３０とからなる位置決め突起が挿入筒の開口
部の縁に引っ掛かってしまうことを防止できる。
【０３５３】
　本発明に係るキャップ、シリンジ組立体及びプレフィルドシリンジは、上述の実施形態
に限らず、本発明の要旨を逸脱することなく、種々の構成を採り得ることはもちろんであ
る。例えば、押子を有しないプレフィルドシリンジでもよい。この場合、プレフィルドシ
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リンジには、ガスケットを先端方向へ押圧する押圧部材が別途装着される。また、キャッ
プ本体から当接凸部を省略したキャップ、シリンジ組立体又はプレフィルドシリンジでも
よい。この場合、装着筒部の基端側の開口部の内径をシリンジ外筒のノズルの先端外径よ
りも小さくすることにより、装着筒部の基端がノズルの先端部と当接可能な当接部として
機能する。
【０３５４】
　また、視認部がキャップ本体の先端を含まず、第１の位置において、キャップ本体の先
端がキャップカバーの開口部より先端側に突出するように、キャップ本体を構成してもよ
い。この場合、キャップ本体の視認部は、キャップ本体が第１の位置にある際にキャップ
カバーの筒本体部内に位置する一方、キャップ本体が第２の位置にある際にキャップカバ
ーの開口部から突出するように設けられている。
【０３５５】
　このような視認部としては、キャップ本体の先端よりも少し基端側の外周面を赤色等に
着色することで形成された視認部や、キャップ本体の先端突出部の先端よりも少し基端側
の外周部を覆うように嵌め込まれた着色部材から形成された視認部等が挙げられる。この
ような構成であっても、キャップ本体の変位にともなって、視認部の外周部の見え方が変
化する。このため、ユーザは、キャップの未開封状態と、リキャップ状態とを容易且つ確
実に判別することができる。
【０３５６】
　さらに、接触阻止機能を有する先端カバー部材を備える実施形態において、キャップカ
バーを透明に構成するとともに先端カバー部材を実質的に不透明に構成してもよい。この
場合、キャップ本体の視認部（先端突出部）は、第１の位置で視認可能であり、第２の位
置で視認できなくなる。このような構成であっても、視認部（先端突出部）の外周部の見
え方の変化が明確になる。
【０３５７】
　キャップカバー及び先端カバー部材をともに透明性を有する樹脂材料から構成するとと
もに、キャップカバーの内部の視認性と先端カバー部材の内部の視認性とが異なるように
構成してもよい。このような構成の例としては、キャップカバーと先端カバー部材のいず
れか一方の外周面に多数の凹凸を設け、他方の外周面を平滑にすることで、一方の内部が
他方の内部よりも視認し難くくしたり、キャップカバーと先端カバー部材との透明度に差
をつけたりすることが挙げられる。このような構成であっても、キャップ本体の変位にと
もなって、視認部（先端突出部）の外周部の見え方が変化する。このため、ユーザは、キ
ャップの未開封状態と、リキャップ状態とを容易且つ確実に判別することができる。
【０３５８】
　先端カバー部材の先端壁には、ユーザの手指が挿入することができない程度の大きさの
孔が形成されていてもよい。このような孔を先端壁に形成した場合、先端壁の孔に治具を
挿入してキャップ本体をノズル部に押し込むことにより、先に組み立てたキャップをシリ
ンジ外筒に装着することができる。
【０３５９】
　また、キャップがシリンジ本体から取り外された状態で、キャップ本体が第１の位置か
ら第２の位置まで移動しないように仮止めする仮止め機構をキャップに設けてもよい。こ
のような仮止め機構としては、キャップカバーの内周面に設けられ、第１の位置に配置さ
れたキャップ本体の一部と係合する仮止め突起が挙げられる。この場合、仮止め突起とキ
ャップ本体との係合力は、キャップ本体の装着部（装着筒部）をシリンジ本体のノズル部
で押圧することにより解除可能に設定される。これにより、未開封状態においてキャップ
本体が第１の位置から第２の位置まで不本意に変位することを防止するとともに、キャッ
プ本体が第１の位置に配置された状態で、シリンジ本体から取り外されたキャップの装着
部（装着筒部）をシリンジ本体のノズル部に近づけた際に、キャップ本体を第１の位置か
ら第２の位置まで変位させることができる。
【０３６０】
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　なお、いずれの実施形態においても、キャップがシリンジ本体から取り外された状態で
は、キャップ本体は、装着部（装着筒部）がノズル部に押圧されることなく、第１の位置
から第２の位置まで移動可能である。このため、キャップ本体が第２の位置に配置された
状態で、シリンジ本体から取り外されたキャップをシリンジ本体に再装着した場合には、
キャップ本体の第１の位置から第２の位置までの変位は起こらない。この場合でも、第２
の位置に配置されたキャップ本体の装着部（装着筒部）がノズル部に当接することにより
、キャップ本体の第２の位置から第１の位置への変位が規制され、視認部の外周部の見え
方が未開封状態とは異なる状態に維持される。このため、ユーザは、キャップの未開封状
態と、開封済み状態とを容易且つ確実に判別することができる。

【図１】 【図２】
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【図３５】 【図３６】
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【図３９】 【図４０】

【図４１】
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